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一

は
じ
め
に

本
稿
は
豊
田
市
中
央
図
書
館
所
蔵
『
律
呂
』、
即
ち
『
山
鳥
秘
要
抄
』
の
翻
刻
及
び
校
注
で
あ
る
。
底
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
豊
田
市
中
央
図
書
館
蔵
安
倍
季
良
撰

『
律
呂
（
山
鳥
秘
要
抄
）』
翻
刻
校
注
（
一
）」（『
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
第
₁₂
巻
第
1
号
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
二
〇
一
九
）
の
「
解
題
」、
及
び
「
豊
田
市
中
央
図
書
館

蔵
安
倍
季
良
撰
抄
本
『
律
呂
』
に
つ
い
て　

│
解
題
及
び
『
山
鳥
秘
要
抄
』
諸
伝
本
と
の
比
較
」（
武
内
恵
美
子
編
『
近
世
日
本
と
楽
の
諸
相
』
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝

統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
九
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
の
（
三
）
に
は
、

7
、
唐
燕
楽
二
十
八
調
略
図
（
第
₄₇
葉
表
〜
第
₄₈
葉
表
）

8
、
今
伝
来
調
子
根
元
之
事
（
第
₄₉
葉
表
〜
第
₅₄
葉
裏
）

9
、
本
朝
の
楽
書
む
か
し
は
廿
八
調
の
儀
所
見
の
事
（
第
₅₅
葉
表
〜
第
₅₇
葉
表
）

₁₀
、
跋
一
（
第
₅₈
葉
表
〜
第
₆₀
葉
表
）

₁₁
、
跋
二
（
第
₆₁
葉
表
〜
第
₆₁
葉
裏
）

₁₂
、
か
へ
し
も
の
の
う
た
の
事
（
第
₆₂
葉
表
〜
第
₆₄
葉
表
）

の
各
条
の
翻
刻
と
校
注
を
収
め
た
。
そ
の
他
の
条
に
つ
い
て
は
拙
稿
そ
の
（
一
）
と
（
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
で
参
照
し
た
『
山
鳥
秘
要
抄
』
と
そ
れ
に
直
接
関
連
す
る
主
な
抄
本
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

1
、
安
倍
家
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
安
倍
家
原
本

明

木

茂

夫

豊
田
市
中
央
図
書
館
蔵
安
倍
季
良
撰
『
律
呂
（
山
鳥
秘
要
抄
）』
翻
刻
校
注
（
三
）
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二

2
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄　

律
』　

＝
彦
根
本

3
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
菊
亭
文
庫
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
京
大
本

4
、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
国
会
図
書
館
本

5
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
静
嘉
堂
本

6
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
和
算
資
料
平
山
文
庫
所
蔵
『
律
呂
抄
』　

＝
東
北
大
本

7
、
山
井
景
昭
氏
所
蔵
本
『
楽
律
抄
』　

＝
山
井
家
本

8
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
録
中
律
呂
之
論
』　

＝
藝
大
本

9
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
呂
律
反
音
事
』　

＝
岩
瀬
文
庫
本

※
本
稿
は
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
南
宋
の
文
人
歌
曲
創
作
論
に
お
け
る
転
調
理
論
の
研
究
」（₁₈K

₀₀₁₄₉

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

※ 

本
翻
刻
校
注
の
（
二
）
は
近
日
中
に
完
成
見
込
み
で
あ
る
が
、
本
稿
（
三
）
脱
稿
時
点
で
未
完
で
あ
る
。
そ
こ
で
（
三
）
の
刊
行
が
遅
く
な
る
よ
り
は
と
、
敢
え
て
（
二
）

の
脱
稿
前
に
（
三
）
を
入
稿
す
る
こ
と
し
た
。
そ
の
た
め
刊
行
時
期
が
前
後
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

三

翻
刻
・
校
注

凡
例

・ 

原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
た
。
但
し
、
一
部
底
本
の
表
記
に
従
っ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
「
聲
」
と
「
声
（
異
体
字
）」
は
一
定
の
使
い
分
け
を
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
よ
う
な
の
で
底
本
の
表
記
に
従
っ
た
。
ま
た
「
一
越
調
」「
壹
越
調
」
は
「
壱
越
調
」
と
す
る
な
ど
、
調
子
の
名
前
も
表
記
を
統
一
し
た
部
分
が
あ
る
。

・
底
本
本
文
に
無
い
句
読
点
、
濁
点
・
半
濁
点
を
補
っ
た
。

・
底
本
の
朱
墨
部
分
は
太
字
を
以
て
表
記
し
た
。

・ 「

」
は
「
こ
と
」
と
す
る
な
ど
、
合
略
字
は
仮
名
に
起
こ
し
て
表
記
し
た
。

・ 「
々
」「
〻
」「
ゝ
」「
〳
〵
」
等
の
お
ど
り
字
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
う
が
、
句
読
点
を
跨
ぐ
場
合
な
ど
一
部
本
来
の
文
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
（
例
え
ば
「
宮
生
徴
、

〻
生
商
」
↓
「
宮
生
徴
、
徴
生
商
」）。

・
割
り
注
（
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
注
）
は
﹇　
　

﹈
内
に
収
め
た
。
上
欄
の
頭
注
は
本
文
上
方
に
置
い
た
。

・
翻
刻
本
文
の
改
行
は
底
本
の
改
行
位
置
に
従
っ
た
。
但
し
割
注
が
次
の
行
に
跨
が
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

・
底
本
の
頁
の
切
れ
目
を 

」
を
以
て
示
し
た
。

・
底
本
の
文
字
を
翻
刻
に
於
い
て
改
め
た
箇
所
に
つ
い
て
は
【
校
記
】
で
説
明
を
加
え
た
。

・ 

傍
書
は
で
き
る
限
り
原
本
に
近
い
形
で
記
し
た
。
但
し
、
小
字
の
傍
書
、
も
し
く
は
い
わ
ゆ
る
「
見
せ
消
ち
」
に
よ
っ
て
本
文
の
誤
字
を
修
正
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
本
文
の
誤
り
を
修
正
し
、
傍
書
や
見
せ
消
ち
は
省
略
し
た
上
で
【
校
記
】
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。

・
本
文
の
文
字
の
右
に
添
え
た
※
は
後
に
【
校
記
】
が
、
○
は
後
に
【
注
】
が
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
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二

2
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄　

律
』　

＝
彦
根
本

3
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
菊
亭
文
庫
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
京
大
本

4
、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
国
会
図
書
館
本

5
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
静
嘉
堂
本

6
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
和
算
資
料
平
山
文
庫
所
蔵
『
律
呂
抄
』　

＝
東
北
大
本

7
、
山
井
景
昭
氏
所
蔵
本
『
楽
律
抄
』　

＝
山
井
家
本

8
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
録
中
律
呂
之
論
』　

＝
藝
大
本

9
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
呂
律
反
音
事
』　

＝
岩
瀬
文
庫
本

※
本
稿
は
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
南
宋
の
文
人
歌
曲
創
作
論
に
お
け
る
転
調
理
論
の
研
究
」（₁₈K

₀₀₁₄₉

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

※ 

本
翻
刻
校
注
の
（
二
）
は
近
日
中
に
完
成
見
込
み
で
あ
る
が
、
本
稿
（
三
）
脱
稿
時
点
で
未
完
で
あ
る
。
そ
こ
で
（
三
）
の
刊
行
が
遅
く
な
る
よ
り
は
と
、
敢
え
て
（
二
）

の
脱
稿
前
に
（
三
）
を
入
稿
す
る
こ
と
し
た
。
そ
の
た
め
刊
行
時
期
が
前
後
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

三

翻
刻
・
校
注

凡
例

・ 

原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
た
。
但
し
、
一
部
底
本
の
表
記
に
従
っ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
「
聲
」
と
「
声
（
異
体
字
）」
は
一
定
の
使
い
分
け
を
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
よ
う
な
の
で
底
本
の
表
記
に
従
っ
た
。
ま
た
「
一
越
調
」「
壹
越
調
」
は
「
壱
越
調
」
と
す
る
な
ど
、
調
子
の
名
前
も
表
記
を
統
一
し
た
部
分
が
あ
る
。

・
底
本
本
文
に
無
い
句
読
点
、
濁
点
・
半
濁
点
を
補
っ
た
。

・
底
本
の
朱
墨
部
分
は
太
字
を
以
て
表
記
し
た
。

・ 「

」
は
「
こ
と
」
と
す
る
な
ど
、
合
略
字
は
仮
名
に
起
こ
し
て
表
記
し
た
。

・ 「
々
」「
〻
」「
ゝ
」「
〳
〵
」
等
の
お
ど
り
字
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
う
が
、
句
読
点
を
跨
ぐ
場
合
な
ど
一
部
本
来
の
文
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
（
例
え
ば
「
宮
生
徴
、

〻
生
商
」
↓
「
宮
生
徴
、
徴
生
商
」）。

・
割
り
注
（
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
注
）
は
﹇　
　

﹈
内
に
収
め
た
。
上
欄
の
頭
注
は
本
文
上
方
に
置
い
た
。

・
翻
刻
本
文
の
改
行
は
底
本
の
改
行
位
置
に
従
っ
た
。
但
し
割
注
が
次
の
行
に
跨
が
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

・
底
本
の
頁
の
切
れ
目
を 

」
を
以
て
示
し
た
。

・
底
本
の
文
字
を
翻
刻
に
於
い
て
改
め
た
箇
所
に
つ
い
て
は
【
校
記
】
で
説
明
を
加
え
た
。

・ 

傍
書
は
で
き
る
限
り
原
本
に
近
い
形
で
記
し
た
。
但
し
、
小
字
の
傍
書
、
も
し
く
は
い
わ
ゆ
る
「
見
せ
消
ち
」
に
よ
っ
て
本
文
の
誤
字
を
修
正
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
本
文
の
誤
り
を
修
正
し
、
傍
書
や
見
せ
消
ち
は
省
略
し
た
上
で
【
校
記
】
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。

・
本
文
の
文
字
の
右
に
添
え
た
※
は
後
に
【
校
記
】
が
、
○
は
後
に
【
注
】
が
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
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四

7　

唐
燕

○

楽
二
十
八
調
略
図
（
第
₄₇
葉
表
〜
第
₄₈
葉
表
）

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

正
宮

大
石

大

※

石
角

盤
渉

黄
鐘
均

黄

太

姑

林

南

応

高
宮

高
大
石

高
大
石
角

高
盤
渉

大
呂
均

大
呂

夾

仲

林

夷

無

黄

中
呂
宮

双
調

双
角

中
呂
調

夾
鍾
均

夾

仲

林

南

無

黄

太

道
調
宮

小
石

小
石
角

平

※

調

中
呂
均

仲

林

南

応

黄

太

姑

南
呂
宮

歇
指

歇
指
角

高
平
調

林
鍾
均

林

南

応

大

太

姑

仙
呂
宮

林
鍾
商

商
角

仙
呂
調

夷
則
均

夷

無

黄

太

夾

仲

林

黄
鍾
宮

越
調

越
角

黄
鍾
調

無
射
均

無

黄

太

姑

仲

林

南

」

又
以
変
宮
為
角
事
、
楽

○

府
雑
録
宋

○

史

に
見
へ
た
り
。

私
云
、
此
二
十
八
調
は
唐
の
法
な
り
。
則
宮

商
角
羽
の
四
声
各
七
調
あ
り
。
総
廿
八

調
也
。
此
内
六
調
を
我
朝
に
用
ら
る
。

越
調
、
太
食
調
、
双
調
﹇
以
上
皆
商
調
也
﹈

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

五

平
調
、
黄
鐘
調
、
盤
渉
調
﹇
以
上
皆
羽
調
也
﹈

此
子
細
を
能
く
得
意
す
れ
ば
、
本
朝
に
て

申
伝
た
る
呂
調
律
調
半
呂
半
律
の
子
細
」

皆
此
音
を
具
し
た
り
。
是
天
地
自
然
の
理

也
。
委
し
き
巨
細
奥
に
注
し
ぬ
。※

【
校
記
】

※ 

大
石
角　

底
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
太
石
角
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
大
石
角
」
に
作
る
。
宮
調
俗
名
に
於
い
て
は
通
常
「
大
石
調
」
の
角
調
式

た
る
「
大
石
角
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
今
「
大
石
角
」
に
従
う
。

※ 

平
調　

国
会
図
書
館
本
「
平
調
」
の
上
に
朱
墨
で
「
正
」
字
を
書
き
込
み
、「
正
平
調
」
に
修
正
し
て
い
る
。
こ
の
直
後
に
季
良
が
言
及
す
る
（
唐
）
段
安
節
『
楽
府
雑

録
』
に
於
い
て
は
、「
別
楽
識
五
音
輪
二
十
八
調
」
の
「
平
声
羽
七
調
」
に
、

第
二
運
正
平
調

 

と
あ
り
、「
正
平
調
」
と
い
う
呼
び
名
も
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
直
接
の
関
連
は
な
い
が
、
当
時
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
い
た
『
事
林
広
記
』（
元
至
順
刻

本
、
元
禄
十
二
年
刻
本
）「
楽
星
図
譜
」「
律
生
八
十
四
調
」
の
「
太
簇
」
の
項
目
に
、

呂
名
仲
呂
羽　

俗
呼
正
平
調

と
あ
り
、
こ
こ
に
も
「
正
平
調
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

※
（
末
尾
）　

藝
大
本
、
末
尾
に
他
本
に
な
い
以
下
の
本
文
を
有
す
る
。

絃
管
調
ヲ
異
ニ
ス
ル
コ
ト
古
ヨ
リ
ノ
例
ナ
リ
。
釈
奠
大
成
樂
章

迎
神
樂
咸
和
ノ
曲
、
羽
調
凡
六
變
﹇
各
以
其
羽
起
調
畢
曲
﹈。
歌
中
呂
奏

黄
鐘
、
歌
林
鐘
奏
太
簇
、
歌
南
呂
奏
姑
洗
、
歌
應
鐘
奏

、
歌
大
呂
奏
夷
則
、
歌
夾
鐘
奏
无
射
。

本
朝
ニ
モ
一
越
調
双
調
ナ
ド
、
絃
ハ
宮
調
管
ハ
奏
商
調
曲
モ
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五

平
調
、
黄
鐘
調
、
盤
渉
調
﹇
以
上
皆
羽
調
也
﹈

此
子
細
を
能
く
得
意
す
れ
ば
、
本
朝
に
て

申
伝
た
る
呂
調
律
調
半
呂
半
律
の
子
細
」

皆
此
音
を
具
し
た
り
。
是
天
地
自
然
の
理

也
。
委
し
き
巨
細
奥
に
注
し
ぬ
。※

【
校
記
】

※ 

大
石
角　

底
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
太
石
角
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
大
石
角
」
に
作
る
。
宮
調
俗
名
に
於
い
て
は
通
常
「
大
石
調
」
の
角
調
式

た
る
「
大
石
角
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
今
「
大
石
角
」
に
従
う
。

※ 

平
調　

国
会
図
書
館
本
「
平
調
」
の
上
に
朱
墨
で
「
正
」
字
を
書
き
込
み
、「
正
平
調
」
に
修
正
し
て
い
る
。
こ
の
直
後
に
季
良
が
言
及
す
る
（
唐
）
段
安
節
『
楽
府
雑

録
』
に
於
い
て
は
、「
別
楽
識
五
音
輪
二
十
八
調
」
の
「
平
声
羽
七
調
」
に
、

第
二
運
正
平
調

 

と
あ
り
、「
正
平
調
」
と
い
う
呼
び
名
も
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
直
接
の
関
連
は
な
い
が
、
当
時
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
い
た
『
事
林
広
記
』（
元
至
順
刻

本
、
元
禄
十
二
年
刻
本
）「
楽
星
図
譜
」「
律
生
八
十
四
調
」
の
「
太
簇
」
の
項
目
に
、

呂
名
仲
呂
羽　

俗
呼
正
平
調

と
あ
り
、
こ
こ
に
も
「
正
平
調
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

※
（
末
尾
）　

藝
大
本
、
末
尾
に
他
本
に
な
い
以
下
の
本
文
を
有
す
る
。

絃
管
調
ヲ
異
ニ
ス
ル
コ
ト
古
ヨ
リ
ノ
例
ナ
リ
。
釈
奠
大
成
樂
章

迎
神
樂
咸
和
ノ
曲
、
羽
調
凡
六
變
﹇
各
以
其
羽
起
調
畢
曲
﹈。
歌
中
呂
奏

黄
鐘
、
歌
林
鐘
奏
太
簇
、
歌
南
呂
奏
姑
洗
、
歌
應
鐘
奏

、
歌
大
呂
奏
夷
則
、
歌
夾
鐘
奏
无
射
。

本
朝
ニ
モ
一
越
調
双
調
ナ
ド
、
絃
ハ
宮
調
管
ハ
奏
商
調
曲
モ
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六

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

均

調
式

調

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

黄鍾均

宮

正
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

大
石

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

大
石
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

盤
渉

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

ア
リ
。
皆
此
類
ナ
リ
。
自
余
猶
有
之
事
ナ
リ
。
又

以
比
巴
雙
調
合
笛
一
越
調
沙
汰
調
、
以
比
巴
風
香
調

合
笛
黄
鐘
調
盤
渉
調
、
以
比
巴
返
風
香
調
合
笛

雙
調
水
調
、
以
比
巴
黄
鐘
調
合
笛
平
調
□
調
、
以

比
巴
返
黄
鐘
調
合
笛
太
食
調
乞
食
調
、
以
比
巴
清
調

合
笛
平
調
盤
渉
調
、
以
比
巴
平
調
合
笛
盤
渉
調
、
是

等
皆
絃
管
異
調
和
ノ
事
也
。

 

藝
大
本
の
こ
の
箇
所
、「
又
」
の
下
に
約
四
字
分
の
縦
線
が
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
は
他
本
に
は
見
え
な
い
た
め
、
省
略
さ
れ
た
本
来
の
テ
キ
ス
ト
が
何
で
あ
っ
た
か
は
不

明
。
ま
た
「
平
調
」
の
次
に
空
格
の
□
が
一
つ
置
か
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
こ
の
欠
字
が
何
で
あ
っ
た
か
は
不
明
。

【
注
】

○ 

燕
楽
二
十
八
調　

本
略
図
に
示
さ
れ
た
二
十
八
の
調
を
図
示
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
均
に
於
け
る
宮
〜
羽
の
各
調
式
の
七
声
を
、
十
二
律
呂
に
対

応
さ
せ
て
配
置
し
て
あ
る
。
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七

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

均

調
式

調

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

大呂均

宮

高
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

高
大
石

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

高
大
石
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

高
盤
渉

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

均

調
式

調

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

夾鍾均

宮

中
呂
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

双
調

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

双
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

中
呂
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

均

調
式

調

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

仲呂均

宮

道
調
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

小
石

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

小
石
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

平
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

均

調
式

調

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

林鍾均

宮

南
呂
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

歇
指

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

歇
指
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

高
平
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴
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七

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

均

調
式

調

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

大呂均

宮

高
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

高
大
石

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

高
大
石
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

高
盤
渉

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

均

調
式

調

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

夾鍾均

宮

中
呂
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

双
調

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

双
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

中
呂
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

均

調
式

調

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

仲呂均

宮

道
調
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

小
石

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

小
石
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

平
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

均

調
式

調

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

林鍾均

宮

南
呂
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

歇
指

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

歇
指
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

高
平
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴
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八

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

均

調
式

調

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

夷則均

宮

仙
呂
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

林
鍾
商

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

商
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

仙
呂
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

均

調
式

調

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

無射均

宮

黄
鍾
宮

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

商

越
商

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

角

越
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

羽

黄
鍾
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

○ 

楽
府
雑
録　
（
唐
）
段
安
節
撰
『
楽
府
雑
録
』
に
は
「
以
変
宮
為
角
」
に
直
接
相
当
す
る
文
言
は
見
え
な
い
。
そ
の
「
別
楽
識
五
音
輪
二
十
八
調
図
」
に
、

用
宮
商
羽
、
並
分
平
上
去
入
四
声
。
其
徴
音
有
其
声
、
無
其
調
。

 

と
あ
る
。「
徴
」
に
声
は
あ
る
（
有
其
声
）
が
調
は
な
い
（
無
其
調
）
と
い
う
の
は
、
雅
楽
調
の
徴
調
式
は
俗
楽
調
の
宮
調
式
に
等
し
く
、
よ
っ
て
実
際
に
徴
調
の
音
程
は

用
い
る
も
の
の
敢
え
て
徴
調
と
い
う
調
式
名
を
立
て
な
い
こ
と
を
言
う
。
そ
の
場
合
、
雅
楽
調
の
「
変
宮
」
は
俗
楽
調
の
「
角
」
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
事
実
上
こ

こ
に
言
う
「
変
宮
を
以
て
角
と
為
す
」（
以
変
宮
為
角
）
と
符
合
す
る
。
一
方
『
守
山
閣
叢
書
』
所
収
『
楽
府
雑
録
』
の
銭
煕
祚
の
跋
に
、

胡
竹
軒
楽
律
表
微
乃
謂
、
上
為
変
宮
、
変
宮
為
角
、
上
平
犯
下
平
為
徴
。

と
あ
る
が
、
銭
煕
祚
の
跋
を
季
良
が
見
た
可
能
性
は
低
か
ろ
う
（『
守
山
閣
叢
書
』
は
道
光
二
十
四
年
即
ち
一
八
四
四
年
の
刊
）。

○ 

宋
史　
『
宋
史
』
巻
一
百
四
十
二
「
楽
十
七
」
の
「
燕
楽
」
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

俗
楽
以
閏
為
正
声
、
以
閏
加
変
、
故
閏
為
角
而
実
非
正
角
。
此
其
七
声
高
下
之
略
也
。

こ
こ
に
言
う
「
閏
」
は
「
変
宮
」
に
同
じ
。
ま
た
同
じ
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

変
宮
変
徴
既
非
正
声
、
而
以
変
徴
為
宮
、
以
変
宮
為
角
、
反
紊
乱
正
声
。
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九

【
参
考
文
献
】

『
楽
府
雑
録
校
注
』（
唐
）
段
安
節
撰
、

娟
莉
校
注
（
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
五
）

『
楽
府
雑
録
疏
証
』（
唐
）
段
安
節
撰
、
曽
献
飛
疏
証
（
江
西
教
育
出
版
社
二
〇
一
五
）

『
楽
府
雑
録
』（
唐
）
段
安
節
撰
、（
清
）
銭
煕
祚
跋
、（
清
）
銭
煕
祚
編
『
守
山
閣
叢
書
』
所
収
、
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）

「 

段
安
節
『
楽
府
雑
録
』
訳
注
稿
（
1
）（
2
）（
3
）」
中
純
子
著
（『
中
国
文
化
研
究
』（
₁₆
）（
₁₇
）（
₁₈
）
天
理
大
学
国
際
文
化
学
部
中
国
学
科
研
究
室
一
九
九
九
・
二
〇

〇
〇
・
二
〇
〇
一
）

『
宋
史
』（
元
）
脱
脱
等
撰
（
中
華
書
局
二
〇
一
七
、
点
校
本
）

『
新
編
纂
図
増
類
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
元
至
順
刊
本
（
中
国
史
料
系
編
『
中
国
音
楽
史
料 

四
』
所
収
拠
元
順
間
刻
本
影
印
、
鼎
文
書
局
一
九
七
五
）

『
纂
図
増
新
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
後
至
元
六
年
刊
本
（『
事
林
広
記
』
中
華
書
局
一
九
九
九
、
拠
元
至
元
六
年
刻
本
影
印
）

『 

新
編
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
元
禄
十
二
年
刊
本
（『
事
林
広
記
』
中
華
書
局
一
九
九
九
、
拠
元
禄
十
二
年
刻
本
影
印
）（『
和
刻
本
類
書
集
成
』
所
收
拠

元
禄
十
二
年
刊
本
影
印
、
汲
古
書
院
一
九
七
六
）



130 豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

九

【
参
考
文
献
】

『
楽
府
雑
録
校
注
』（
唐
）
段
安
節
撰
、

娟
莉
校
注
（
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
五
）

『
楽
府
雑
録
疏
証
』（
唐
）
段
安
節
撰
、
曽
献
飛
疏
証
（
江
西
教
育
出
版
社
二
〇
一
五
）

『
楽
府
雑
録
』（
唐
）
段
安
節
撰
、（
清
）
銭
煕
祚
跋
、（
清
）
銭
煕
祚
編
『
守
山
閣
叢
書
』
所
収
、
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）

「 

段
安
節
『
楽
府
雑
録
』
訳
注
稿
（
1
）（
2
）（
3
）」
中
純
子
著
（『
中
国
文
化
研
究
』（
₁₆
）（
₁₇
）（
₁₈
）
天
理
大
学
国
際
文
化
学
部
中
国
学
科
研
究
室
一
九
九
九
・
二
〇

〇
〇
・
二
〇
〇
一
）

『
宋
史
』（
元
）
脱
脱
等
撰
（
中
華
書
局
二
〇
一
七
、
点
校
本
）

『
新
編
纂
図
増
類
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
元
至
順
刊
本
（
中
国
史
料
系
編
『
中
国
音
楽
史
料 

四
』
所
収
拠
元
順
間
刻
本
影
印
、
鼎
文
書
局
一
九
七
五
）

『
纂
図
増
新
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
後
至
元
六
年
刊
本
（『
事
林
広
記
』
中
華
書
局
一
九
九
九
、
拠
元
至
元
六
年
刻
本
影
印
）

『 

新
編
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
南
宋
）
陳
元
靚
撰
、
元
禄
十
二
年
刊
本
（『
事
林
広
記
』
中
華
書
局
一
九
九
九
、
拠
元
禄
十
二
年
刻
本
影
印
）（『
和
刻
本
類
書
集
成
』
所
收
拠

元
禄
十
二
年
刊
本
影
印
、
汲
古
書
院
一
九
七
六
）



129国際教養学部論叢　第12巻第 ₂ 号

一
〇

8　

今

※

伝
来
調
子
根
元
之
事
（
第
₄₉
葉
表
〜
第
₅₄
葉
裏
）

私
云
、
ま
へ
に
注
し
た
る
廿
八
調
よ
り
出
て

宮
調
、
商
調
、
羽
調
の
辨
覧
な
り
。
今
伝

来
の
楽
曲
皆
音
に
か
な
へ
り
。
よ
り
て

笙
の
譜
を
も
て
こ
れ
を
注
し
ぬ
。

　
　

宮
調
﹇
呂
の
し
ら
べ
と
こ
れ
を
云
﹈ 

商
調
﹇
半

○

呂
半
律
の
し
ら
べ
と
こ
れ
を
云
﹈

　
　

羽
調
﹇
律
の
し
ら
べ
と
こ
れ
を
云
﹈」

壱
越
調　

呂

正
宮
調

 
黄
鍾
宮

宮

黄
鐘

凢

宮

商

太
簇

乚

商

角

姑
洗

下

角

変
徴

蕤
賓

美

変
徴

徴

林
鍾

乞

徴

羽

南
呂

一

羽

変
宮

応
鍾

ユ

変
宮

」

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
一

壱
越
調 

半
呂
半
律

越

※

調

 

無
射
商

宮

黄
鍾

凢

商

商

太
簇

乚

角

角

姑
洗

下

変
徴

角

仲
呂

十

徴

徴

林
鍾

乞

羽

羽

南
呂

一

変
宮

嬰
羽

無
射

比

宮

」

壱
越
調 

律

仲
呂
調

 

夾
鍾
羽

宮

黄
鐘

凢

羽

商

太
簇

乚

変
宮

嬰
商

夾
鐘

下
ヲ
仮
用

宮

角

中
呂

十

商

徴

林
鍾

乞

角

羽

南
呂

一

変
徴

嬰
羽

無
射

比

徴

右
七
声
之
中
三
管
夾
鍾
ナ
シ
。
姑
洗
ヲ
仮
用
」

呂律



128 国際教養学部論叢　第12巻第 ₂ 号

一
〇

8　

今

※

伝
来
調
子
根
元
之
事
（
第
₄₉
葉
表
〜
第
₅₄
葉
裏
）

私
云
、
ま
へ
に
注
し
た
る
廿
八
調
よ
り
出
て

宮
調
、
商
調
、
羽
調
の
辨
覧
な
り
。
今
伝

来
の
楽
曲
皆
音
に
か
な
へ
り
。
よ
り
て

笙
の
譜
を
も
て
こ
れ
を
注
し
ぬ
。

　
　

宮
調
﹇
呂
の
し
ら
べ
と
こ
れ
を
云
﹈ 

商
調
﹇
半

○

呂
半
律
の
し
ら
べ
と
こ
れ
を
云
﹈

　
　

羽
調
﹇
律
の
し
ら
べ
と
こ
れ
を
云
﹈」

壱
越
調　

呂

正
宮
調

 

黄
鍾
宮

宮

黄
鐘

凢

宮

商

太
簇

乚

商

角

姑
洗

下

角

変
徴

蕤
賓

美

変
徴

徴

林
鍾

乞

徴

羽

南
呂

一

羽

変
宮

応
鍾

ユ

変
宮

」

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
一

壱
越
調 

半
呂
半
律

越

※

調

 

無
射
商

宮

黄
鍾

凢

商

商

太
簇

乚

角

角

姑
洗

下

変
徴

角

仲
呂

十

徴

徴

林
鍾

乞

羽

羽

南
呂

一

変
宮

嬰
羽

無
射

比

宮

」

壱
越
調 

律

仲
呂
調

 

夾
鍾
羽

宮

黄
鐘

凢

羽

商

太
簇

乚

変
宮

嬰
商

夾
鐘

下
ヲ
仮
用

宮

角

中
呂

十

商

徴

林
鍾

乞

角

羽

南
呂

一

変
徴

嬰
羽

無
射

比

徴

右
七
声
之
中
三
管
夾
鍾
ナ
シ
。
姑
洗
ヲ
仮
用
」

呂律



127国際教養学部論叢　第12巻第 ₂ 号

一
二

平　

調 

律

平

※

調

 

中
呂
羽

宮

太
簇

乚

羽

商

姑
洗

下

変
宮

嬰
商

中
呂

十

宮

角

林
鍾

乞

商

徴

南
呂

一

角

羽

応
鍾

ユ

変
徴

嬰
羽

黄

※

鍾
凢

徴

」

太
食
調 

半
呂
半
律

大

※

石
調

 

黄
鍾
商

宮

太
簇

乚

商

商

姑
洗

下

角

角

蕤
賓

美

変
徴

角

林
鍾

乞

徴

徴

南
呂

一

羽

羽

応
鍾

ユ

変
宮

嬰
羽

黄
鍾

凢

宮

」

呂律

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
三

双 

調 

呂

道
調
宮

 

中
呂
宮

宮

中
呂

十

宮

商

林
鍾

乞

商

角

南
呂

一

角

変
徴

応
鍾

ユ

変
徴

徴

黄
鍾

凢

徴

羽

太
簇

乚

羽

変
宮

姑
洗

下

変
宮

」

双 

調 

半
呂
半
律

双

※

調

 

夾
鍾
商

宮

中
呂

十

商

商

林
鍾

乞

角

角

南
呂

一

変
徴

角

無
射

比

徴

徴

黄
鍾

凢

羽

羽

太
簇

乚

変
宮

変

○

宮

夾

※

鍾
下
ヲ
仮
用

宮

右
七
声
之
中
三
管
無

※
○

夾
鐘
、
姑
洗
仮
用
」

呂律



126 国際教養学部論叢　第12巻第 ₂ 号

一
二

平　

調 

律

平

※

調

 

中
呂
羽

宮

太
簇

乚

羽

商

姑
洗

下

変
宮

嬰
商

中
呂

十

宮

角

林
鍾

乞

商

徴

南
呂

一

角

羽

応
鍾

ユ

変
徴

嬰
羽

黄

※

鍾
凢

徴

」

太
食
調 

半
呂
半
律

大

※

石
調

 

黄
鍾
商

宮

太
簇

乚

商

商

姑
洗

下

角

角

蕤
賓

美

変
徴

角

林
鍾

乞

徴

徴

南
呂

一

羽

羽

応
鍾

ユ

変
宮

嬰
羽

黄
鍾

凢

宮

」

呂律

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
三

双 

調 

呂

道
調
宮

 

中
呂
宮

宮

中
呂

十

宮

商

林
鍾

乞

商

角

南
呂

一

角

変
徴

応
鍾

ユ

変
徴

徴

黄
鍾

凢

徴

羽

太
簇

乚

羽

変
宮

姑
洗

下

変
宮

」

双 

調 

半
呂
半
律

双
※

調

 

夾
鍾
商

宮

中
呂

十

商

商

林
鍾

乞

角

角

南
呂

一

変
徴

角

無
射

比

徴

徴

黄
鍾

凢

羽

羽

太
簇

乚

変
宮

変

○

宮

夾

※

鍾
下
ヲ
仮
用

宮

右
七
声
之
中
三
管
無

※
○

夾
鐘
、
姑
洗
仮
用
」

呂律



125国際教養学部論叢　第12巻第 ₂ 号

一
四

黄
鍾
調 

律

黄

※

鍾
調

 

無
射
羽

宮

林
鍾

乞

羽

商

南
呂

一

変
宮

嬰
商

無
射

比

宮

角

黄
鍾

凢

商

徴

太
簇

乚

角

羽

姑
洗

下

変
徴

嬰
羽

中
呂

十

徴

」

黄
鍾
調 

半
呂
半
律

小
※

石
調

 

中
呂
商
今
水
調
ト
是
ヲ
言

　

宮

林
鍾

乞

商

商

南
呂

一

角

角

応
鍾

ユ

変

※

徴

角

黄
鍾

凢

徴

徴

太
簇

乚

羽

羽

姑
洗

下

変
宮

嬰
羽

中
呂

十

宮

」

呂律

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
五

盤
渉
調 

律

盤

※

渉
調

 

黄
鍾
羽

宮

南
呂

一

羽

商

応
鍾

ユ

変
宮

嬰
商

黄
鍾

凢

宮

角

太
簇

乚

商

徴

姑
洗

下

角

羽

蕤
賓

美

変
徴

嬰
羽

林
鍾

乞

徴

」

角

※

調

大
石
角
調

　
　
黄
鍾
角

宮

姑
洗

下

角

商

蕤
賓

美

変
徴

嬰

※

商

林
鍾

乞

徴

角

南
呂

一

羽

徴

応
鍾

ユ

変
宮

羽

○

黄
鍾

凢

宮

嬰

※

羽

太
簇

乚

商

於

○

角
調
羽
位
一
律
下
歟
。
仁
智
三
五
説

律
角
反
宮
反
徴
准
例

律

※

双

※

角
調

　
　
夾
鍾
角

宮

林
鍾

乞

角

商

南
呂

一

変
徴

嬰
商

無
射

比

徴

角

黄
鍾

凢

羽

徴

太
簇

乚

変
宮

羽

夾
鍾

乚
兼
用

宮

嬰
羽

中
呂

十

商

於
角
調
羽
位
一
律
下
歟
。
　
　
」

律

※
○



124 国際教養学部論叢　第12巻第 ₂ 号

一
四

黄
鍾
調 

律

黄

※

鍾
調

 

無
射
羽

宮

林
鍾

乞

羽

商

南
呂

一

変
宮

嬰
商

無
射

比

宮

角

黄
鍾

凢

商

徴

太
簇

乚

角

羽

姑
洗

下

変
徴

嬰
羽

中
呂

十

徴

」

黄
鍾
調 

半
呂
半
律

小

※

石
調

 

中
呂
商
今
水
調
ト
是
ヲ
言

　

宮

林
鍾

乞

商

商

南
呂

一

角

角

応
鍾

ユ

変

※

徴

角

黄
鍾

凢

徴

徴

太
簇

乚

羽

羽

姑
洗

下

変
宮

嬰
羽

中
呂

十

宮

」

呂律

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
五

盤
渉
調 

律

盤

※

渉
調

 

黄
鍾
羽

宮

南
呂

一

羽

商

応
鍾

ユ

変
宮

嬰
商

黄
鍾

凢

宮

角

太
簇

乚

商

徴

姑
洗

下

角

羽

蕤
賓

美

変
徴

嬰
羽

林
鍾

乞

徴

」

角

※

調

大
石
角
調

　
　
黄
鍾
角

宮

姑
洗

下

角

商

蕤
賓

美

変
徴

嬰

※

商

林
鍾

乞

徴

角

南
呂

一

羽

徴

応
鍾

ユ

変
宮

羽

○

黄
鍾

凢

宮

嬰

※

羽

太
簇

乚

商

於

○

角
調
羽
位
一
律
下
歟
。
仁
智
三
五
説

律
角
反
宮
反
徴
准
例

律

※

双

※

角
調

　
　
夾
鍾
角

宮

林
鍾

乞

角

商

南
呂

一

変
徴

嬰
商

無
射

比

徴

角

黄
鍾

凢

羽

徴

太
簇

乚

変
宮

羽

夾
鍾

乚
兼
用

宮

嬰
羽

中
呂

十

商

於
角
調
羽
位
一
律
下
歟
。
　
　
」

律

※
○
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一
六

【
校
記
】

※
今
伝
来
調
子
根
元
之
事　

本
条
題
目
、
巻
頭
目
録
は
「
伝
来
の
調
子
根
元
の
事
」
と
記
す
。

※
越
調　

静
嘉
堂
本
「
無
射
商
」
の
右
の
「
越
調
」
の
二
字
を
欠
く
。

※
平
調　

静
嘉
堂
本
「
中
呂
羽
」
の
右
の
「
平
調
」
の
二
字
を
欠
く
。

※ 

黄
鍾
凢　

底
本
・
東
北
大
本
「
黄
鍾
」
の
左
の
笙
の
譜
を
「
九
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
「
凢
」
に
作
る
。
そ
も
そ
も
笙
の
譜
に

「
九
」
の
文
字
は
無
く
、
こ
の
前
後
の
本
文
も
「
黄
鍾
」
の
笙
譜
は
「
凢
」
と
な
っ
て
い
る
。「
九
」
と
「
凢
」
の
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。
今
「
凢
」
に
改

め
る
。

※
大
石
調　

静
嘉
堂
本
「
黄
鍾
商
」
の
右
の
「
大
石
調
」
の
三
字
を
欠
く
。

※
双
調　

静
嘉
堂
本
「
夾
鍾
商
」
の
右
の
「
双
調
」
の
二
字
を
欠
く
。

※ 

夾
鍾　

底
本
の
こ
の
箇
所
は
空
欄
と
な
っ
て
お
り
、
左
に
「
下
ヲ
仮
用
」
と
の
み
あ
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
、
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
、
こ
の
箇
所
朱

墨
で
「
夾
鍾
」
に
作
る
。
特
に
国
会
図
書
館
本
は
漆
喰
状
の
白
で
一
旦
塗
り
つ
ぶ
し
、
そ
の
上
に
朱
墨
で
「
夾
鐘
」
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
今
空
欄
部
に
朱
墨
の
「
夾
鍾
」

を
補
う
。
左
の
「
変
宮
」
注
を
参
照
。

※ 

無
夾
鍾
、
姑
洗
仮
用　

底
本
・
東
北
大
本
「
無
夾
鍾
姑
洗
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
「
無
夾
鍾
姑
洗
仮
用
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
無
夾
鍾
姑
洗
」

に
作
る
も
「
姑
洗
」
の
右
上
に
朱
墨
で
「
仮
用
歟
」
の
傍
書
あ
り
。
今
「
無
夾
鍾
、
姑
洗
仮
用
」
に
改
め
る
。
左
の
「
無
夾
鍾
、
姑
洗
仮
用
」
の
注
を
参
照
。

※
黄
鍾
調　

静
嘉
堂
本
「
無
射
羽
」
の
右
の
「
黄
鍾
調
」
の
三
字
を
欠
く
。

※
小
石
調　

京
大
本
「
小
石
調
」
を
「
歇
指
調
」
に
作
り
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
歇
指
」
を
「
小
石
」
に
修
正
し
て
い
る
。

※ 

変
徴　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
反
徴
」
に
作
る
。
こ
の
前
後
の
調
、
い
ず
れ
も
中
国
の
宮
調
に
は
「
変
徴
」
を
用
い
て

い
る
た
め
、
今
「
変
徴
」
に
改
め
る
。

※
盤
渉
調　

静
嘉
堂
本
「
黄
鍾
羽
」
の
右
の
「
盤
渉
調
」
の
三
字
を
欠
く
。

（
朱
墨
）

※
角
調
…
…　

京
大
本
「
角
調
…
…
」
以
下
の
朱
墨
半
葉
分
（
第
₅₄
葉
裏
）
を
全
て
欠
く
。

※
嬰
商　

国
会
図
書
館
本
、「
嬰
商
」
の
上
方
に
、

　
　
　

角 

商嬰

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
七

　

と
墨
で
記
し
た
付
箋
状
の
小
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

※
律
角　

国
会
図
書
館
本
、「
律
角
」
の
上
方
に
、

　
　
　

反
徴 

角

　

と
墨
で
記
し
た
付
箋
状
の
小
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

※
嬰
羽　

国
会
図
書
館
本
、「
嬰
羽
」
の
上
方
に
、

　
　
　

反
宮

　

と
墨
で
記
し
た
付
箋
状
の
小
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

※ 

双
角
調
…
…　

静
嘉
堂
本
、
朱
墨
の
半
葉
（
第
₅₄
葉
裏
）
の
内
の
上
半
分
（「
角
調　
大
石
角
調
黄
鍾
角
」
の
一
段
）
を
有
す
る
も
、
下
半
分
（「

□
双
角
調
夾
鍾
角
」
の
一

段
）
を
欠
く
。
ま
た
上
半
分
の
最
後
の
行
に
、
他
本
に
は
な
い
、

　
　
　

自
余
准
之
可
知

　

の
一
文
を
有
す
る
。

※ 

律
角　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
・
東
北
大
本
「
律
商
」
に
作
る
。
彦
根
本
「
律
角
」
に
作
る
。
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
は
こ
の
部
分
空
白
。
今
彦
根
本
に
従
い
「
律
角
」
に
改
め

る
。
左
の
「
律
角
」
注
を
参
照
。

【
注
】

○
半
呂
半
律
の
し
ら
べ　

3
「
半
呂
半
律
の
調
と
い
ふ
事
」
に
詳
し
い
。「
商
調
」
に
等
し
い
「
半
呂
半
律
」
は
、
2
―

2
条
に
言
う
「
律
兼
呂
」
の
調
で
あ
る
。

○ 

変
宮 

夾
鍾 

下
ヲ
仮
用　

底
本
・
諸
本
「
変
宮
」
に
作
る
。
さ
ら
に
底
本
で
は
そ
の
下
の
律
呂
の
部
分
が
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
こ
こ
を
「
変
宮
」
の
マ
マ
と
し
、
底
本

の
空
欄
に
「
夾
鍾
」
を
補
っ
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

  　

ま
ず
「
変
宮
」
に
つ
い
て
。
こ
こ
が
「
変
宮
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
双
調
」
は
3
「
半
呂
半
律
の
調
と
い
ふ
事
」
に
言
う
所
の
「
呂
兼
律
」
の
音
程
配
置
（
宮
・

商
・
呂
角
・
律
角
・
徴
・
羽
・
変
宮
）
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
下
の
段
の
中
国
の
「
夾
鍾
商
」（
商
調
式
）
と
並
置
す
る
な
ら
ば
、

呂
兼
律

宮

商

呂
角

律
角

徴

羽

変
宮

商
調
式

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

と
な
り
、「
変
宮
」
と
「
宮
」
で
音
程
が
一
致
し
な
い
（
黒
字
）。
も
し
こ
の
「
変
宮
」
が
仮
に
「
嬰
羽
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
双
調
」
は
同
じ
く
3
「
半
呂
半
律
の
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一
六

【
校
記
】

※
今
伝
来
調
子
根
元
之
事　

本
条
題
目
、
巻
頭
目
録
は
「
伝
来
の
調
子
根
元
の
事
」
と
記
す
。

※
越
調　

静
嘉
堂
本
「
無
射
商
」
の
右
の
「
越
調
」
の
二
字
を
欠
く
。

※
平
調　

静
嘉
堂
本
「
中
呂
羽
」
の
右
の
「
平
調
」
の
二
字
を
欠
く
。

※ 

黄
鍾
凢　

底
本
・
東
北
大
本
「
黄
鍾
」
の
左
の
笙
の
譜
を
「
九
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
「
凢
」
に
作
る
。
そ
も
そ
も
笙
の
譜
に

「
九
」
の
文
字
は
無
く
、
こ
の
前
後
の
本
文
も
「
黄
鍾
」
の
笙
譜
は
「
凢
」
と
な
っ
て
い
る
。「
九
」
と
「
凢
」
の
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。
今
「
凢
」
に
改

め
る
。

※
大
石
調　

静
嘉
堂
本
「
黄
鍾
商
」
の
右
の
「
大
石
調
」
の
三
字
を
欠
く
。

※
双
調　

静
嘉
堂
本
「
夾
鍾
商
」
の
右
の
「
双
調
」
の
二
字
を
欠
く
。

※ 

夾
鍾　

底
本
の
こ
の
箇
所
は
空
欄
と
な
っ
て
お
り
、
左
に
「
下
ヲ
仮
用
」
と
の
み
あ
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
、
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
、
こ
の
箇
所
朱

墨
で
「
夾
鍾
」
に
作
る
。
特
に
国
会
図
書
館
本
は
漆
喰
状
の
白
で
一
旦
塗
り
つ
ぶ
し
、
そ
の
上
に
朱
墨
で
「
夾
鐘
」
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
今
空
欄
部
に
朱
墨
の
「
夾
鍾
」

を
補
う
。
左
の
「
変
宮
」
注
を
参
照
。

※ 

無
夾
鍾
、
姑
洗
仮
用　

底
本
・
東
北
大
本
「
無
夾
鍾
姑
洗
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
「
無
夾
鍾
姑
洗
仮
用
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
無
夾
鍾
姑
洗
」

に
作
る
も
「
姑
洗
」
の
右
上
に
朱
墨
で
「
仮
用
歟
」
の
傍
書
あ
り
。
今
「
無
夾
鍾
、
姑
洗
仮
用
」
に
改
め
る
。
左
の
「
無
夾
鍾
、
姑
洗
仮
用
」
の
注
を
参
照
。

※
黄
鍾
調　

静
嘉
堂
本
「
無
射
羽
」
の
右
の
「
黄
鍾
調
」
の
三
字
を
欠
く
。

※
小
石
調　

京
大
本
「
小
石
調
」
を
「
歇
指
調
」
に
作
り
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
歇
指
」
を
「
小
石
」
に
修
正
し
て
い
る
。

※ 

変
徴　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
国
会
図
書
館
本
・
静
嘉
堂
本
・
東
北
大
本
「
反
徴
」
に
作
る
。
こ
の
前
後
の
調
、
い
ず
れ
も
中
国
の
宮
調
に
は
「
変
徴
」
を
用
い
て

い
る
た
め
、
今
「
変
徴
」
に
改
め
る
。

※
盤
渉
調　

静
嘉
堂
本
「
黄
鍾
羽
」
の
右
の
「
盤
渉
調
」
の
三
字
を
欠
く
。

（
朱
墨
）

※
角
調
…
…　

京
大
本
「
角
調
…
…
」
以
下
の
朱
墨
半
葉
分
（
第
₅₄
葉
裏
）
を
全
て
欠
く
。

※
嬰
商　

国
会
図
書
館
本
、「
嬰
商
」
の
上
方
に
、

　
　
　

角 

商嬰

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
七

　

と
墨
で
記
し
た
付
箋
状
の
小
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

※
律
角　

国
会
図
書
館
本
、「
律
角
」
の
上
方
に
、

　
　
　

反
徴 

角

　

と
墨
で
記
し
た
付
箋
状
の
小
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

※
嬰
羽　

国
会
図
書
館
本
、「
嬰
羽
」
の
上
方
に
、

　
　
　

反
宮

　

と
墨
で
記
し
た
付
箋
状
の
小
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

※ 

双
角
調
…
…　

静
嘉
堂
本
、
朱
墨
の
半
葉
（
第
₅₄
葉
裏
）
の
内
の
上
半
分
（「
角
調　
大
石
角
調
黄
鍾
角
」
の
一
段
）
を
有
す
る
も
、
下
半
分
（「

□
双
角
調
夾
鍾
角
」
の
一

段
）
を
欠
く
。
ま
た
上
半
分
の
最
後
の
行
に
、
他
本
に
は
な
い
、

　
　
　

自
余
准
之
可
知

　

の
一
文
を
有
す
る
。

※ 

律
角　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
・
東
北
大
本
「
律
商
」
に
作
る
。
彦
根
本
「
律
角
」
に
作
る
。
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
は
こ
の
部
分
空
白
。
今
彦
根
本
に
従
い
「
律
角
」
に
改
め

る
。
左
の
「
律
角
」
注
を
参
照
。

【
注
】

○
半
呂
半
律
の
し
ら
べ　

3
「
半
呂
半
律
の
調
と
い
ふ
事
」
に
詳
し
い
。「
商
調
」
に
等
し
い
「
半
呂
半
律
」
は
、
2
―

2
条
に
言
う
「
律
兼
呂
」
の
調
で
あ
る
。

○ 

変
宮 

夾
鍾 

下
ヲ
仮
用　

底
本
・
諸
本
「
変
宮
」
に
作
る
。
さ
ら
に
底
本
で
は
そ
の
下
の
律
呂
の
部
分
が
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
こ
こ
を
「
変
宮
」
の
マ
マ
と
し
、
底
本

の
空
欄
に
「
夾
鍾
」
を
補
っ
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

  　

ま
ず
「
変
宮
」
に
つ
い
て
。
こ
こ
が
「
変
宮
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
双
調
」
は
3
「
半
呂
半
律
の
調
と
い
ふ
事
」
に
言
う
所
の
「
呂
兼
律
」
の
音
程
配
置
（
宮
・

商
・
呂
角
・
律
角
・
徴
・
羽
・
変
宮
）
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
下
の
段
の
中
国
の
「
夾
鍾
商
」（
商
調
式
）
と
並
置
す
る
な
ら
ば
、

呂
兼
律

宮

商

呂
角

律
角

徴

羽

変
宮

商
調
式

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

と
な
り
、「
変
宮
」
と
「
宮
」
で
音
程
が
一
致
し
な
い
（
黒
字
）。
も
し
こ
の
「
変
宮
」
が
仮
に
「
嬰
羽
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
双
調
」
は
同
じ
く
3
「
半
呂
半
律
の
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一
八

調
と
い
ふ
事
」
に
言
う
所
の
「
律
兼
呂
」
の
音
程
配
置
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
下
の
段
の
中
国
の
「
夾
鍾
商
」（
商
調
式
）
と
並
置
す
る
な
ら
ば
、

律
兼
呂

 

宮

 

商

呂
角

律
角

 

徴

 

羽

嬰
羽

商
調
式

 

商

 

角

変
徴

 

徴

 

羽

変
宮

 

宮

律　

呂

仲
呂

蕤
賓

林
鍾

夷
則

南
呂

無
射

応
鍾

黄
鍾

大
呂

太
簇

夾
鍾

姑
洗

　

  

と
な
り
、「
律
兼
呂
」
の
「
嬰
羽
」
と
「
商
調
式
」
の
「
宮
」
で
音
程
が
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、「
中
呂
」
に
「
宮
」
を
置
く
「
中
呂
均
」
に
於
い
て
「
嬰
羽
」
は
「
夾
鍾
」

（
太
字
）
に
当
た
り
、
諸
本
が
「
夾
鍾
」
と
作
る
の
に
符
合
す
る
。
そ
も
そ
も
本
条
冒
頭
に
は
「
商
調　

半
呂
半
律
の
し
ら
べ
と
こ
れ
を
云
」（
即
ち
「
律
兼
呂
」
に
相
当
）

と
の
み
記
さ
れ
て
お
り
、「
徴
調
」
に
相
当
す
る
「
半
呂
半
律
」（
即
ち
「
呂
兼
律
」
に
相
当
）
に
は
言
及
が
な
く
、
し
か
も
こ
の
箇
所
を
除
く
本
条
の
他
の
「
半
呂
半
律
」

は
い
ず
れ
も
「
商
調
」
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
底
本
・
諸
本
が
「
変
宮
」
に
作
る
の
は
、
そ
の
左
に
注
記
さ
れ
る
如
く
、「
三
管
」
に
は
「
夾
鍾
」
が
用
い
ら
れ

な
い
た
め
仮
に
「
姑
洗
」
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ
は
「
変
宮
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
本
来
の
「
姑
洗
」
で
は
な

く
、
仮
に
「
夾
鍾
」
に
当
て
て
用
い
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
第
₅₄
葉
裏
の
朱
墨
の
二
つ
の
調
で
は
、「
仮
用
」
が
あ
る
場
合
、
律
呂
に
つ
い
て
は
本
来

の
律
呂
名
を
記
し
、
七
声
に
つ
い
て
は
本
来
の
律
呂
よ
り
一
律
低
い
律
呂
に
用
い
ら
れ
た
仮
の
名
称
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
こ
の
場
所
に
於
い
て
も
仮
の
名

称
た
る
「
変
宮
」
が
本
来
の
表
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

  　

次
に
「
夾
鍾
」
に
つ
い
て
。
右
に
述
べ
た
如
く
こ
の
「
変
宮
」
が
仮
に
配
置
さ
れ
る
律
呂
は
「
夾
鍾
」
で
あ
る
。
ま
た
第
₅₄
葉
裏
の
朱
墨
の
二
つ
の
調
を
見
る
に
、「
仮

用
」
が
あ
る
場
合
に
も
律
呂
は
本
来
の
律
呂
を
用
い
て
い
る
。
よ
っ
て
底
本
の
空
欄
に
は
「
夾
鍾
」
を
補
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

○ 

無
夾
鍾
、
姑
洗
仮
用　

底
本
・
東
北
大
本
「
無
夾
鍾
姑
洗
」
に
作
り
、
国
会
図
書
館
本
「
姑
洗
」
の
右
上
に
「
仮
用
歟
」
の
朱
墨
傍
書
あ
り
、
他
の
諸
本
「
無
夾
鍾
姑
洗

仮
用
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
そ
の
右
の
「
変
宮
」
の
下
に
「
夾
鍾　

下
ヲ
仮
用
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
半
呂
半
律
に
お
け
る
「
嬰
羽
」
は
「
夾
鍾
」
に
当
た
る
が
、「
三

管
」
に
「
夾
鍾
」
の
音
は
無
い
の
で
一
律
高
い
音
、
即
ち
「
姑
洗
＝
下
」
を
仮
に
用
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
こ
の
箇
所
は
、「
壱
越
調
律　

仲

呂
調
夾
鍾
羽
」
の
項
の
「
右
七
声
之
中
三
管
夾
鍾
ナ
シ
。
姑
洗
ヲ
仮
用
」
の
注
記
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
故
に
「
無
夾
鍾
、
姑
洗
仮
用
」
が
正
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
朱
墨
）

○ 

羽　

そ
も
そ
も
本
条
は
、
中
国
伝
来
の
燕
楽
二
十
八
調
と
日
本
独
自
の
調
子
と
の
対
応
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
条
冒
頭
に
「
宮
調
、
商
調
、
羽
調
の
弁
覧

な
り
」
と
述
べ
る
如
く
、
第
₄₉
葉
裏
か
ら
第
₅₄
葉
表
に
至
る
十
の
調
子
（
壱
越
調
＝
黄
鍾
宮 

〜 

盤
渉
調
＝
黄
鍾
羽
）
は
、「
宮
」「
商
」「
羽
」
調
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
第

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

一
九

₅₄
葉
裏
の
余
白
部
に
朱
墨
を
以
て
「
角
」
調
を
補
足
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

ま
ず
中
国
の
「
角
調
式
」
の
音
程
配
置
を
図
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

　

  

こ
こ
に
見
え
る
日
本
の
音
階
に
「
嬰
羽
」
と
「
律
角
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
今
こ
れ
を
「
律
調
」
で
あ
る
と
仮
定
し
て
右
の
角
調
式
に
並
置
す
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

律
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

　

太
字
で
示
し
た
如
く
、
両
者
で
は
「
羽
」
と
「
宮
」
の
音
程
が
異
な
る
。
そ
こ
で
、「
羽
」
の
み
臨
時
的
に
一
律
低
く
す
る
な
ら
ば
太
字
で
示
し
た
如
く
、

律
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

　

と
な
り
、「
角
調
式
」
の
「
宮
」
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
、
上
段
・
下
段
の
調
子
の
律
呂
を
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、

　
（
上
段
）

律
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

律
呂

姑
洗

仲
呂

蕤
賓

林
鍾

夷
則

南
呂

無
射

応
鍾

黄
鍾

大
呂

太
簇

夾
鍾

　
（
下
段
）

律
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

律
呂

林
鍾

夷
則

南
呂

無
射

応
鍾

黄
鍾

大
呂

太
簇

夾
鍾

姑
洗

仲
呂

蕤
賓
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一
九

₅₄
葉
裏
の
余
白
部
に
朱
墨
を
以
て
「
角
」
調
を
補
足
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

ま
ず
中
国
の
「
角
調
式
」
の
音
程
配
置
を
図
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

　

  

こ
こ
に
見
え
る
日
本
の
音
階
に
「
嬰
羽
」
と
「
律
角
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
今
こ
れ
を
「
律
調
」
で
あ
る
と
仮
定
し
て
右
の
角
調
式
に
並
置
す
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

律
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

　

太
字
で
示
し
た
如
く
、
両
者
で
は
「
羽
」
と
「
宮
」
の
音
程
が
異
な
る
。
そ
こ
で
、「
羽
」
の
み
臨
時
的
に
一
律
低
く
す
る
な
ら
ば
太
字
で
示
し
た
如
く
、

律
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

　

と
な
り
、「
角
調
式
」
の
「
宮
」
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
、
上
段
・
下
段
の
調
子
の
律
呂
を
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、

　
（
上
段
）

律
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

律
呂

姑
洗

仲
呂

蕤
賓

林
鍾

夷
則

南
呂

無
射

応
鍾

黄
鍾

大
呂

太
簇

夾
鍾

　
（
下
段
）

律
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

角
調
式

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

律
呂

林
鍾

夷
則

南
呂

無
射

応
鍾

黄
鍾

大
呂

太
簇

夾
鍾

姑
洗

仲
呂

蕤
賓
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二
〇

　
  

と
な
る
。
こ
こ
で
、
上
段
の
「
羽
」
が
「
黄
鍾
」
に
、
下
段
の
「
羽
」
が
「
夾
鍾
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
「
羽
」
が
律
調
の
本
来
の
「
羽
」

（
そ
れ
ぞ
れ
大
呂
と
姑
洗
に
相
当
）
よ
り
一
律
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
国
の
燕
楽
の
「
角
調
」
に
相
当
す
る
音
階
を
表
示
す
る

場
合
に
は
、「
律
調
」
と
同
じ
音
名
を
用
い
つ
つ
も
、「
羽
」
は
「
律
調
」
よ
り
も
一
律
低
い
音
程
と
し
て
用
い
る
、
と
い
う
運
用
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

○
於
角
調
羽
位
一
律
下
歟　
「
角
調
」
の
「
羽
」
は
、
同
じ
名
称
を
用
い
つ
つ
も
「
律
調
」
の
「
羽
」
よ
り
一
律
低
い
音
程
と
な
る
こ
と
を
言
う
。
右
の
注
参
照
。

○ 

律
角　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
・
東
北
大
本
は
「
律
商
」
に
作
り
、
彦
根
本
の
み
「
律
角
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
律
商
」
と
い
う
音
名
は
そ
も
そ
も
用
い
ら
れ
な
い
。
ま

た
こ
の
朱
墨
で
示
さ
れ
た
上
下
段
二
つ
の
表
は
い
ず
れ
も
「
角
調
」
の
音
程
配
置
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
こ
の
段
の
左
端
の
注
記
に
も
「
於
角
調
羽
位
一
律
下

歟
」
と
あ
る
）。
今
問
題
の
箇
所
が
彦
根
本
の
如
く
「
律
角
」
で
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
音
階
は
、

彦
根
本

宮

商

嬰
商

律
角

徴

（
羽
）

嬰
羽

夾
鍾
角

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

十
二
律
呂

林
鍾

夷
則

南
呂

無
射

応
鍾

黄
鍾

大
呂

太
簇

夾
鍾

姑
洗

仲
呂

蕤
賓

　

  

と
な
り
「
律
角
＝
黄
鍾
＝
羽
」
で
音
程
が
一
致
す
る
。
よ
っ
て
底
本
の
「
律
商
」
は
「
律
角
」
の
誤
記
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
表
中
の
（
羽
）
は
本
来

の
「
羽
」
よ
り
一
律
低
い
音
に
当
て
ら
れ
て
い
る
（
右
の
注
参
照
）。

（
全
体
）

○ 

（
壱
越
調
よ
り
双
調
調
に
至
る
十
二
調
の
図
）　

右
の
校
記
と
注
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
条
で
展
開
さ
れ
て
い
る
十
二
の
調
を
、
十
二
律
呂
に
七
声
を
対
応
さ
せ
る
形
で
図

示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
1
）
壹
越
調　

呂　

黄
鍾
宮
（
俗
名 

正
宮
調
）

（
十
二
律
呂
）

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

（
十
二
律
呂
和
名
）

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

（
笙
譜
）

凢

乙

下

美

乞

一

ユ

壱
越
調

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

黄
鍾
宮
＝
正
宮
調

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

二
一

　
（
2
）
壹
越
調　

半
呂
半
律　

無
射
商
（
俗
名 

越
調
）

（
十
二
律
呂
）

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

（
十
二
律
呂
和
名
）

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

（
笙
譜
）

凢

乙

下

十

乞

一

ユ

壱
越
調

宮

商

呂
角

律
角

徴

羽

嬰
羽

無
射
商
＝
越
調

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

　
（
3
）
壹
越
調　

律　

夾
鍾
羽
（
俗
名 

仲
呂
調
）

（
十
二
律
呂
）

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

（
十
二
律
呂
和
名
）

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

（
笙
譜
）

凢

乙

（
下
）

十

乞

一

比

壱
越
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

夾
鍾
羽
＝
仲
呂
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

　
（
4
）
平
調　

律　

仲
呂
羽
（
俗
名 

平
調
）

（
十
二
律
呂
）

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

（
十
二
律
呂
和
名
）

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

（
笙
譜
）

乙

下

十

乞

一

ユ

凢

平
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

中
呂
羽
＝
平
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴
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二
一

　
（
2
）
壹
越
調　

半
呂
半
律　

無
射
商
（
俗
名 

越
調
）

（
十
二
律
呂
）

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

（
十
二
律
呂
和
名
）

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

（
笙
譜
）

凢

乙

下

十

乞

一

ユ

壱
越
調

宮

商

呂
角

律
角

徴

羽

嬰
羽

無
射
商
＝
越
調

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

　
（
3
）
壹
越
調　

律　

夾
鍾
羽
（
俗
名 

仲
呂
調
）

（
十
二
律
呂
）

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

（
十
二
律
呂
和
名
）

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

（
笙
譜
）

凢

乙

（
下
）

十

乞

一

比

壱
越
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

夾
鍾
羽
＝
仲
呂
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

　
（
4
）
平
調　

律　

仲
呂
羽
（
俗
名 

平
調
）

（
十
二
律
呂
）

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

（
十
二
律
呂
和
名
）

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

（
笙
譜
）

乙

下

十

乞

一

ユ

凢

平
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

中
呂
羽
＝
平
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴
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二
二

（
5
）
太
食
調　

半
呂
半
律　

黄
鍾
商
（
俗
名 

大
石
調
）

（
十
二
律
呂
）

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

（
十
二
律
呂
和
名
）

乙

下

美

乞

一

ユ

凢

（
笙
譜
）

凢

乙

下

十

乞

一

比

太
食
調

宮

商

呂
角

律
角

徴

羽

嬰
羽

黄
鍾
商
＝
大
石
調

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

（
6
）
双
調　

呂　

中
呂
宮
（
俗
名 

道
調
宮
）

（
十
二
律
呂
）

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

（
十
二
律
呂
和
名
）

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

（
笙
譜
）

十

乞

一

ユ

凢

乙

下

太
食
調

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

黄
鍾
商
＝
大
石
調

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

（
7
）
双
調　

半
呂
半
律　

夾
鍾
商
（
俗
名 

双
調
）

（
十
二
律
呂
）

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

（
十
二
律
呂
和
名
）

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

（
笙
譜
）

十

乞

一

比

凢

乙

（
下
）

双
調

宮

商

呂
角

律
角

徴

羽

嬰
羽

夾
鍾
商
＝
双
調

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

二
三

（
8
）
黄
鍾
調　

律　

無
射
羽
（
俗
名 

黄
鍾
調
）

（
十
二
律
呂
）

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

（
十
二
律
呂
和
名
）

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

（
笙
譜
）

乞

一

比

凢

乙

（
下
）

下

十

黄
鍾
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

無
射
羽
＝
黄
鍾
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

（
9
）
黄
鍾
調　

半
呂
半
律　

仲
呂
商
（
俗
名 

小
石
調
）
水
調

（
十
二
律
呂
）

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

（
十
二
律
呂
和
名
）

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

（
笙
譜
）

乞

一

ユ

凢

乙

下

十

黄
鍾
調

宮

商

呂
角

律
角

徴

羽

嬰
羽

仲
呂
商
＝
小
石
調

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

（
₁₀
）
盤
渉
調　

律　

黄
鍾
羽
（
俗
名 

盤
渉
調
）

（
十
二
律
呂
）

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

（
十
二
律
呂
和
名
）

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

（
笙
譜
）

一

ユ

凢

乙

下

美

乞

 

壱
越
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

夾
鍾
羽
＝
仲
呂
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴
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二
三

（
8
）
黄
鍾
調　

律　

無
射
羽
（
俗
名 

黄
鍾
調
）

（
十
二
律
呂
）

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

（
十
二
律
呂
和
名
）

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

（
笙
譜
）

乞

一

比

凢

乙

（
下
）

下

十

黄
鍾
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

無
射
羽
＝
黄
鍾
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴

（
9
）
黄
鍾
調　

半
呂
半
律　

仲
呂
商
（
俗
名 

小
石
調
）
水
調

（
十
二
律
呂
）

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

（
十
二
律
呂
和
名
）

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

（
笙
譜
）

乞

一

ユ

凢

乙

下

十

黄
鍾
調

宮

商

呂
角

律
角

徴

羽

嬰
羽

仲
呂
商
＝
小
石
調

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

（
₁₀
）
盤
渉
調　

律　

黄
鍾
羽
（
俗
名 

盤
渉
調
）

（
十
二
律
呂
）

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

林

夷

（
十
二
律
呂
和
名
）

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

黄

鸞

（
笙
譜
）

一

ユ

凢

乙

下

美

乞

 

壱
越
調

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

夾
鍾
羽
＝
仲
呂
調

羽

変
宮

宮

商

角

変
徴

徴
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二
四

（
₁₁
）
角
調　

黄
鍾
角
（
俗
名 

大
石
角
調
）

（
十
二
律
呂
）

姑

仲

蕤

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

（
十
二
律
呂
和
名
）

下

双

鳧

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

（
笙
譜
）

下

美

乞

一

ユ

凢

乙

角
調

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

黄
鍾
角
＝
大
石
角
調

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

（
₁₂
）
夾
鍾
角
（
俗
名 

双
角
調
）

（
十
二
律
呂
）

林

夷

南

無

応

黄

大

太

夾

姑

仲

蕤

（
十
二
律
呂
和
名
）

黄

鸞

盤

神

上

壱

断

平

勝

下

双

鳧

（
笙
譜
）

乞

一

比

凢

乙

（
下
）

十

宮

商

嬰
商

律
角

徴

羽

嬰
羽

夾
鍾
角
＝
双
角
調

角

変
徴

徴

羽

変
宮

宮

商

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

二
五

9　

本
朝
の
楽
書
む
か
し
は
廿
八
調
の
儀
所
見
の
事
（
第
₅₅
葉
表
〜
第
₅₇
葉
表
）

博

○

雅
卿
笛
譜
云
、
盤
渉
調
曲
の
中
、
太
簇
角

盤
渉
調
鳥
歌
万
歳
楽
笛
譜
有
之
。

大
納
言
授
二
位
兼
中
宮
権
大
夫
源
時
中
卿
横

○

笛
譜
裏

書
云
、﹇
取
要
﹈
寛
和
二
年
十
月
十
三
日
、
太
上
天
皇
於
大
」

井
河
辺
遊
覧
、﹇
中
略
﹈
酒
餌
之
時
、
奏
古
唐
妙
音
楽
、

急
及
数
返
、
衆
人
増
興
宴
之
刻

※

、
天
皇
勅
摂
政
作
云
、

今
楽
殊
有
其
興
、
梨
園
之
風
、
已
似
旧
儀
。
爰
時
中

尤
当
其
仁
速
立
可
舞
乙
云
〻
。
或
人
密

※

申
云
、
以
当

曲
被
賞
翫
恐
如
何
、
粗
所
承
及
、
於
此
楽
者
自
昔

楽
終
句
、
不
返
宮
音
之
由
古
老
所
伝
也
。
若
知
此
由

緒
之
輩
定
有
訛
認
之
謗
歟
。
爰
時
中
答
申
云
、

不
入
絃
管
之
堺
者
、
五
行
相
生
之
吉
否
、
不
可
弁
之
。

此
楽
者
必
本

※

宮
、
至
土
甲
音
而
畢
者
、
尤
為
正
華
」

音
。
又
或
説
謂
青
陽
曲
云
々
。
誠
知
与
不
知
、

深
与
浅
、
為
各
別
之
韻
、
粗
難
申
入

※

人
巻

舌
閉
口
、
黙
止
畢
付
之
。
好
此
道
之
輩
尤

可
二
道
之
証
拠
而
已
。

　

私
云
、
盤
渉
調
ハ
黄
鍾
羽
﹇
水
音
也
﹈、
仍
本
宮

　

黄
鍾
﹇
土
音
﹈
に
て
止
る
事
也
。

体

○

源
抄
云
、
桃
李
花
此
曲
林
鍾
角
、
内
教
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二
五

9　

本
朝
の
楽
書
む
か
し
は
廿
八
調
の
儀
所
見
の
事
（
第
₅₅
葉
表
〜
第
₅₇
葉
表
）

博

○

雅
卿
笛
譜
云
、
盤
渉
調
曲
の
中
、
太
簇
角

盤
渉
調
鳥
歌
万
歳
楽
笛
譜
有
之
。

大
納
言
授
二
位
兼
中
宮
権
大
夫
源
時
中
卿
横

○

笛
譜
裏

書
云
、﹇
取
要
﹈
寛
和
二
年
十
月
十
三
日
、
太
上
天
皇
於
大
」

井
河
辺
遊
覧
、﹇
中
略
﹈
酒
餌
之
時
、
奏
古
唐
妙
音
楽
、

急
及
数
返
、
衆
人
増
興
宴
之
刻

※

、
天
皇
勅
摂
政
作
云
、

今
楽
殊
有
其
興
、
梨
園
之
風
、
已
似
旧
儀
。
爰
時
中

尤
当
其
仁
速
立
可
舞
乙
云
〻
。
或
人
密

※

申
云
、
以
当

曲
被
賞
翫
恐
如
何
、
粗
所
承
及
、
於
此
楽
者
自
昔

楽
終
句
、
不
返
宮
音
之
由
古
老
所
伝
也
。
若
知
此
由

緒
之
輩
定
有
訛
認
之
謗
歟
。
爰
時
中
答
申
云
、

不
入
絃
管
之
堺
者
、
五
行
相
生
之
吉
否
、
不
可
弁
之
。

此
楽
者
必
本

※

宮
、
至
土
甲
音
而
畢
者
、
尤
為
正
華
」

音
。
又
或
説
謂
青
陽
曲
云
々
。
誠
知
与
不
知
、

深
与
浅
、
為
各
別
之
韻
、
粗
難
申
入

※

人
巻

舌
閉
口
、
黙
止
畢
付
之
。
好
此
道
之
輩
尤

可
二
道
之
証
拠
而
已
。

　

私
云
、
盤
渉
調
ハ
黄
鍾
羽
﹇
水
音
也
﹈、
仍
本
宮

　

黄
鍾
﹇
土
音
﹈
に
て
止
る
事
也
。

体

○

源
抄
云
、
桃
李
花
此
曲
林
鍾
角
、
内
教
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二
六

坊
奏
之
云
〻
。

　

私
云
、
林
鍾
角
ハ
夾
鍾
均
の
角
の
林
鍾
也
。」

教

○

訓
抄
云
、
春
鶯
囀
古
記
云
黄
鍾
商
、

時
号
一
越
調
。

胡

○

琴
教
禄
﹇
第
七
﹈
諸
調
子
品
云
、
師
説

二
条
院
御
宇
、
予
祇
候
楽
所
之
比
、
事
次

被
仰
云
、
古
譜
所
載
之
廿
八
箇
調
、
如
何
様

可
存
哉
。
仰
合
通
能
﹇
源
少
将
御
比
巴
師
﹈
調
心
見
ム
ト

思
ト
コ
ロ
、
一
切
不
被
調
、
為
之
如
何
。
申
云
一
〻

被
調
候
物
ヲ
ト
。
仰
云
、
其
調
様
如
何
。
申
云
、

合
音
少
〻
注
付
ト
云
ヘ
ド
モ
不
悉
。
仍
之
次
〻
絃
」

合
調
所
探
作

※

也
。
呂
律
又
見
絃
合
調
之
由

令
申
畢
。
頗
御
感
気
ア
リ
。
依
仰
、
件
等

調
皆
悉
、
呂
ニ
ハ
武
徳
楽
急
、
律
ニ
ハ
五
常
楽

急
等
譜
造
マ
イ
ラ
ス
。

体

○

源
抄
云
、
林
歌
或
譜
云
林
鍾
調
曲
云
〻
。

　

私
云
、
林
鍾
均
の
羽
の
姑
洗
な
り
。
則
高

　

平
調
と
こ
れ
を
云
な
り
。

続

※
○

教
訓
抄
云
、
安
城
楽
林
鍾
羽
用
此
曲
。

【
校
記
】

※ 

興
宴
之
刻　
「
刻
」、
底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
「
割
」
の
異
体
字
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
割
」
の
異
体
字
に
作
る
も
右
に
朱
墨
で
「
刻
」
の
小
字
傍
書

あ
り
。『
横
笛
譜
裏
書
』
の
該
当
箇
所
「
衆
人
増
興
宴
之
刻
」
に
作
る
。
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二
六

坊
奏
之
云
〻
。

　

私
云
、
林
鍾
角
ハ
夾
鍾
均
の
角
の
林
鍾
也
。」

教

○

訓
抄
云
、
春
鶯
囀
古
記
云
黄
鍾
商
、

時
号
一
越
調
。

胡

○

琴
教
禄
﹇
第
七
﹈
諸
調
子
品
云
、
師
説

二
条
院
御
宇
、
予
祇
候
楽
所
之
比
、
事
次

被
仰
云
、
古
譜
所
載
之
廿
八
箇
調
、
如
何
様

可
存
哉
。
仰
合
通
能
﹇
源
少
将
御
比
巴
師
﹈
調
心
見
ム
ト

思
ト
コ
ロ
、
一
切
不
被
調
、
為
之
如
何
。
申
云
一
〻

被
調
候
物
ヲ
ト
。
仰
云
、
其
調
様
如
何
。
申
云
、

合
音
少
〻
注
付
ト
云
ヘ
ド
モ
不
悉
。
仍
之
次
〻
絃
」

合
調
所
探
作

※

也
。
呂
律
又
見
絃
合
調
之
由

令
申
畢
。
頗
御
感
気
ア
リ
。
依
仰
、
件
等

調
皆
悉
、
呂
ニ
ハ
武
徳
楽
急
、
律
ニ
ハ
五
常
楽

急
等
譜
造
マ
イ
ラ
ス
。

体

○

源
抄
云
、
林
歌
或
譜
云
林
鍾
調
曲
云
〻
。

　

私
云
、
林
鍾
均
の
羽
の
姑
洗
な
り
。
則
高

　

平
調
と
こ
れ
を
云
な
り
。

続

※
○

教
訓
抄
云
、
安
城
楽
林
鍾
羽
用
此
曲
。

【
校
記
】

※ 

興
宴
之
刻　
「
刻
」、
底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
「
割
」
の
異
体
字
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
割
」
の
異
体
字
に
作
る
も
右
に
朱
墨
で
「
刻
」
の
小
字
傍
書

あ
り
。『
横
笛
譜
裏
書
』
の
該
当
箇
所
「
衆
人
増
興
宴
之
刻
」
に
作
る
。

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

二
七

※ 

密
申
云　

底
本
・
彦
根
本
・
京
大
本
・「
蜜
申
云
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
蜜
申
云
」
に
作
る
も
「
蜜
」
の
右
に
朱
墨
で
「
密
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
静
嘉
堂
本
「
密
」

に
作
る
。
今
「
密
」
に
改
め
る
。『
横
笛
譜
裏
書
』
の
該
当
箇
所
「
爰
或
人
蜜
申
云
」
に
作
る
。

※
必
本
宮　

各
本
「
必
本
宮
」
に
作
る
も
、『
横
笛
譜
裏
書
』
の
該
当
箇
所
は
「
必
返
本
宮
」
に
作
る
。

※ 

粗
難
申
入
人
巻
舌
閉
口　

各
本
「
申
入
人
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
入
」
の
右
下
に
カ
タ
カ
ナ
の
「
ノ
」
と
お
ぼ
し
き
朱
墨
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、「
人
」
の
下
に
読

点
と
お
ぼ
し
き
朱
墨
の
点
を
打
ち
、「
申
入
ノ
人
、」
と
す
る
。『
横
笛
譜
裏
書
』
の
該
当
箇
所
に
「
入
」
字
は
な
く
、「
粗
難
申
人
巻
舌
閉
口
」
に
作
る
。

※
探
作　

彦
根
本
「
探
非
」
に
作
る
。『
胡
琴
教
録
』
の
該
当
箇
所
「
探
候
」
に
作
る
。

※
続
教
訓
抄
云
…
…　

京
大
本
「
続
教
訓
抄
云
」
か
ら
「
此
曲
」
に
至
る
朱
墨
一
行
を
欠
く
。

【
注
】

○
博
雅
卿
笛
譜　

源
博
雅
撰
『
博
雅
卿
笛
譜
（
博
雅
長
笛
譜
・
新
撰
楽
譜
）』
の
「
盤
渉
調
」
に
、

　
　
　

太
簇
角
盤
渉
調
鳥
哥
万
歳
楽　

序
二
帖
破
一
帖

　

の
楽
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

○
横
笛
譜
裏
書　

源
時
中
撰
『
横
笛
譜
裏
書
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

  

抑
大
納
言
従
二
位
兼
中
宮
権
大
夫
源
時
中
横
笛
譜
裏
書
云
、
寛
和
二
年
十
月
十
三
日
、
太
上
天
皇
於
大
井
河
辺
遊
覧
。
摂
政
扈
従
事
。
抽
要
記
置
之
。
…（
中
略
）…

酒
餌
之
時
、
奏
古
唐
妙
音
楽
急
及
数
反
。
衆
人
増
興
宴
之
刻
、
天
皇
勅
摂
政
仰
云
、
今
楽
殊
有
其
興
、
梨
園
之
風
既
似
旧
儀
。
爰
時
中
尤
当
其
仁
、
速
立
可
舞
乙
歟

如
何
。
摂
津
守
綸
言
之
趣
被
仰
付
時
中
朝
臣
之
処
、
折
紅
葉
枝
、
指
挿
船
舳
立
出
。
…
（
中
略
）
…
爰
或
人
蜜
申
云
、
以
当
曲
被
賞
翫
恐
如
何
。
粗
所
承
及
。
於
此

楽
者
自
昔
楽
終
句
不
返
宮
音
之
音
、
古
老
所
伝
也
。
加
之
若
知
此
由
緒
之
輩
、
定
有
訛
謬
之
謗
歟
。
爰
時
中
答
申
云
、
不
入
絃
管
之
堺
者
、
五
行
相
生
之
吉
否
、
不

可
弁
之
。
此
楽
者
必
返
本
宮
、
至
土
甲
音
而
畢
者
、
尤
為
正
華
音
。
又
或
説
謂
青
陽
曲
云
々
。
誠
知
与
不
知
、
深
与
浅
、
為
各
別
之
韻
、
粗
難
申
人
巻
舌
閉
口
、
黙

止
畢
付
之
。
好
此
道
之
輩
尤
可
二
道
之
証
拠
而
已
。

○
体
源
抄　
『
体
源
鈔
』
二
ノ
上
「
桃
李
花
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

桃
李
花　

又
赤
白

　
　
　

有
六
帖
﹇
拍
子
各
八
﹈
本
是
妓
女
舞
也
。
…
（
中
略
）
…
此
曲
林
鍾
角
、
赤
白
桃
李
花
、
内
教
坊
奏
此
曲
。

○
教
訓
抄　

狛
近
真
撰
『
教
訓
抄
』
第
二
の
「
春
鶯
囀
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。



111国際教養学部論叢　第12巻第 ₂ 号

二
八

　
　
　

古
記
云
、
黄
鍾
商
時
号
一
越
調
春
鶯
囀
、
出
会
要
。

○
胡
琴
教
録　
『
胡
琴
教
録
』
上
「
諸
調
子
品
第
七
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

  
師
説
云
、
二
条
院
御
宇
。
予
祇
候
楽
所
之
比
。
事
ノ
次
ニ
仰
ら
れ
て
い
は
く
、
ふ
る
き
ふ
に
こ
れ
を
の
す
る
と
こ
ろ
廿
八
ヶ
調
い
か
や
う
に
ぞ
む
ず
べ
き
ぞ
や
。
迎

合
通
能
﹇
源
少
将
御
比
巴
師
﹈
し
ら
べ
こ
ゝ
ろ
む
と
思
と
こ
ろ
に
、
一
切
不
被
調
、
為
之
如
何
。
申
云
、
一
々
に
被
調
候
物
を
。
仰
せ
云
、
そ
の
し
ら
べ
如
何
。
申
云
、

合
音
少
々
し
る
し
つ
く
と
い
へ
ど
も
く
は
し
か
ら
ず
。
こ
れ
に
よ
て
、
次
絃
合
ノ
調
所
探
候
也
。
呂
律
又
見
絃
合
調
之
由
令
申
畢
。
頗
御
感
気
あ
り
。
依
仰
、
件
等

ノ
し
ら
べ
に
、
皆
こ
と
〴
〵
く
に
、
呂
に
は
武
徳
楽
の
急
、
律
に
は
五
聖
楽
の
急
等
譜
を
つ
く
り
て
ま
い
ら
す
。

○
体
源
抄　
『
体
源
鈔
』
九
の
「
林
歌
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

林
歌　

別
装
束
﹇
紫
袍
付
金
鼠
﹈
有
甲　

小
曲　

拍
子
十
四
﹇
又
十
一
﹈　

舞
間
拍
子
﹇
五
一
﹈

　
　
　

此
曲
ヲ
或
譜
云
、
林
鐘
調
ノ
曲
ト
シ
ル
セ
リ
。
サ
モ
ア
リ
ヌ
ベ
シ
。
狛
笛
ノ
平
調
ニ
吹
ケ
バ
、
横
笛
下
無
調
ニ
テ
侍
也
。
下
無
調
丈
ハ
リ
ン
シ
ャ
ウ
テ
ウ
ト
申
ナ
リ
。

○
続
教
訓
抄　

狛
朝
葛
撰
『
続
教
訓
抄
』
第
三
冊
「
安
城
楽
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

安
城
楽
﹇
唐
、
新
楽
、
中
曲
、
又
作
安
世
楽
、
一
名
房
中
楽
、
一
名
寿
人
﹈、
…
（
中
略
）
…
又
云
、
林
鐘
羽
用
此
曲
。

　

ま
た
同
様
の
文
は
『
体
源
抄
』
に
も
見
え
る
。『
体
源
抄
』
二
ノ
上
「
安
城
楽
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

安
城
楽　

名
房
中
楽　

一
名
寿
人
。
…
（
中
略
）
…
又
云
、
林
鐘
羽
用
此
曲
。

【
参
考
文
献
】

『
博
雅
卿
笛
譜
（
新
撰
楽
譜
）』
源
博
雅
撰
（
富
山
市
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
所
蔵
、N

o.₃₈₂₈/W
₇₆₈.₂

―

ハ
―₅₃₀₀

、
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
）

『
博
雅
長
笛
譜
（
新
撰
楽
譜
）』
源
博
雅
撰
（
富
山
市
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
所
蔵
、N

o.₃₈₂₉/W
₇₆₈.₂

―

ハ
―₅₃₀₁

、
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
）

『
時
中
卿
横
笛
譜
裏
書
』
源
時
中
撰
（『
続
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
上
「
管
絃
部
」
巻
第
五
百
二
十
八
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
九
六
）

『
横
笛
譜
裏
書
』
源
時
中
撰
（
立
命
館
大
学
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
西
園
寺
文
庫
所
蔵
、₇₆₈.₂/F₆₈　

写
本
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）

『
体
源
抄
』
全
四
冊　

豊
原
統
秋
撰
（
復
刻
日
本
古
典
全
集　

現
代
思
潮
社
一
九
七
八
）

『
教
訓
抄
』
狛こ
ま
の
ち
か
ざ
ね

近
真
撰
（『
続
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
上
「
管
絃
部
」
巻
第
五
百
二
十
九
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
九
六
）

『
胡
琴
教
録
』（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
「
管
絃
部
」
巻
第
三
百
四
十
四
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
五
九
）

『
続
教
訓
抄
』
狛こ
ま
の
と
も
か
づ

朝
葛
撰
（
復
刻
日
本
古
典
全
集
、
現
代
思
潮
社
一
九
七
七
）

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

二
九

₁₀　
（
跋
一
）（
第
₅₈
葉
表
〜
第
₆₀
葉
表
）

む
か
し
は
か
や
う
に
廿
八
調
の
事
を
御
沙
汰
あ
り
し
。

妙

○

音
院
殿
仁

○

智
三
五
の
譜
を
撰
ま
し
め
給
ふ
時

此
廿
八
調
の
名
は
載
ら
れ
ず
し
て
、
其
実
は
唐

の
燕
楽
の
事
を
載
ら
れ
た
り
。﹇
古
律
新
律
の
事
、
律
七
声
角
反
徴
反
宮
一

律
下
の
事
等
具
在
前
﹈
又
知

○

足
院
殿
御
撰
類

○

聚
楽
録

に
載
ら
れ
た
る
事
は
廿
八
調
よ
り
出
た
る
事
な
り
。

又
阿

○

月
房
正
徴
正
宮
よ
り
二
律
下
た
る
反
徴
反

宮
を
難
じ
奉
る
時
、
大
相
国
実

○

兼
公
御
答
に
云

一
往
雖
有
其
難
、
是
以
口
伝
首
尾
合
也
。
其
条
」

現
図
分
明
也
。
此
扁
自
他
流
承
伏
哉
否
事
、

猶
雖
有
不
審
、
当
流
人
存
知
大
旨
領
解
之
。

﹇
見
音
律
事
﹈
か
や
う
に
秘
義
し
給
ひ
て
真
実
に
お
き

て
ハ
他
流
人
に
は
分
明
に
答
給
は
ず
。
琵

○

琶
血
脈
云

妙
音
院
殿
御
流
伝
孝
道
、
孝
道
伝
孝
時
、

孝
時
伝
孝
頼
、
孝
頼
伝
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
、

し
か
れ
ば
後
西

○

園
寺
殿
は
妙
音
院
殿
の
正
流

た
れ
ば
、
今
世
為
伶
家
の
輩
誰
人
か
彼
御

教
に
そ
む
く
べ
け
む
や
。
只
心
の
中
に
此
廿
八
調
」

よ
り
お
こ
り
た
る
子
細
を
能
く
覚
悟
し
、
楽
曲

の
所
作
は
今
の
風
情
骨
法
を
ふ
か
く
〳
〵
習
練

し
つ
べ
し
。
た
と
へ
ば
平

○

調
の
曲
な
れ
ば
先
太
簇
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二
九

₁₀　
（
跋
一
）（
第
₅₈
葉
表
〜
第
₆₀
葉
表
）

む
か
し
は
か
や
う
に
廿
八
調
の
事
を
御
沙
汰
あ
り
し
。

妙

○

音
院
殿
仁

○

智
三
五
の
譜
を
撰
ま
し
め
給
ふ
時

此
廿
八
調
の
名
は
載
ら
れ
ず
し
て
、
其
実
は
唐

の
燕
楽
の
事
を
載
ら
れ
た
り
。﹇
古
律
新
律
の
事
、
律
七
声
角
反
徴
反
宮
一

律
下
の
事
等
具
在
前
﹈
又
知

○

足
院
殿
御
撰
類

○

聚
楽
録

に
載
ら
れ
た
る
事
は
廿
八
調
よ
り
出
た
る
事
な
り
。

又
阿

○

月
房
正
徴
正
宮
よ
り
二
律
下
た
る
反
徴
反

宮
を
難
じ
奉
る
時
、
大
相
国
実

○

兼
公
御
答
に
云

一
往
雖
有
其
難
、
是
以
口
伝
首
尾
合
也
。
其
条
」

現
図
分
明
也
。
此
扁
自
他
流
承
伏
哉
否
事
、

猶
雖
有
不
審
、
当
流
人
存
知
大
旨
領
解
之
。

﹇
見
音
律
事
﹈
か
や
う
に
秘
義
し
給
ひ
て
真
実
に
お
き

て
ハ
他
流
人
に
は
分
明
に
答
給
は
ず
。
琵

○
琶
血
脈
云

妙
音
院
殿
御
流
伝
孝
道
、
孝
道
伝
孝
時
、

孝
時
伝
孝
頼
、
孝
頼
伝
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
、

し
か
れ
ば
後
西

○

園
寺
殿
は
妙
音
院
殿
の
正
流

た
れ
ば
、
今
世
為
伶
家
の
輩
誰
人
か
彼
御

教
に
そ
む
く
べ
け
む
や
。
只
心
の
中
に
此
廿
八
調
」

よ
り
お
こ
り
た
る
子
細
を
能
く
覚
悟
し
、
楽
曲

の
所
作
は
今
の
風
情
骨
法
を
ふ
か
く
〳
〵
習
練

し
つ
べ
し
。
た
と
へ
ば
平

○

調
の
曲
な
れ
ば
先
太
簇
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三
〇

を
宮
と
し
商
角
徴
羽
嬰
商
嬰
羽
の
め
ぐ
り

あ
や
ま
た
ず
稽
古
あ
る
べ
し
。
そ
れ
さ
へ
さ
か
ひ
に
い

た
り
ぬ
れ
ば
お
の
づ
か
ら
本
儀
に
か
な
ひ
す
か
と

こ
と
ば
花
実
と
も
に
そ
な
わ
り
、
其
様
優
美
に

し
て
道
の
本
意
も
か
な
ひ
候
べ
し
。

鷹
○

司
殿
下
政
通
公
此
律
呂
の
道
を
ふ
か
く
御
執
」

心
お
ハ
し
ま
し
て
考
へ
さ
せ
給
ふ
に
律
の
七
声
の

事
多
年
御
不
審
あ
り
。
し
か
る
に
文
政
九
年

の
秋
八
月
、
阿

○

月
問
答
と
い
え
る
書
﹇
永

○

仁
年
中
円
珠
所
写
歟
﹈

大
原
に
伝
ハ
り
た
る
を
、
前
普
賢
院
大
僧
都
宗

○

渕

よ
り
借
請
け
て
、
や
が
て
殿
下
の
御
覧
に
啓
し
け
れ
バ

実
兼
公
の
御
記
文
に
て
妙
音
院
殿
の
真
実

の
御
内
証
ハ
廿
八
調
よ
り
出
た
る
事
と
ぞ
み
そ

な
ハ
し
お
ハ
し
ま
し
て
、
多
年
の
御
不
審
を
ひ
ら

か
れ
感
じ
思
食
の
あ
ま
り
布
三
端
を
彼

※

」

僧
都
に
施
入
セ
よ
と
て
賜
ハ
り
け
れ
ば
坂

○

本
走

井
の
閑
居
に
こ
れ
を
送
り
け
り
。
扨
此
事
ハ

妙
音
院
殿
の
奥
儀
な
れ
ば
能

※

〳
〵
秘
義

し
て
子
孫
に
口
伝
セ
よ
と
仰
ら
れ
け
れ
ば
、

か
た
〴
〵
此
一
巻
を
注
し
て
季

○

資
に
附
属

す
る
も
の
な
り
。
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三
一

【
校
記
】

※ 
彼
僧
都　

底
本
・
東
北
大
本
「
被
僧
都
」
に
作
る
。
彦
根
本
・
京
大
本
・
静
嘉
堂
本
「
彼
僧
都
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
被
僧
都
」
に
作
る
も
朱
筆
の
見
せ
消
ち
で

「
被
」
が
「
彼
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
今
「
彼
僧
都
」
に
改
め
る
。

※
能
〳
　〵

国
会
図
書
館
本
こ
の
箇
所
や
や
判
別
し
難
い
が
、
朱
墨
の
小
字
傍
書
の
「
く
」
を
添
え
て
「
よ
く
〳
〵
」
と
修
正
し
て
い
る
。

【
注
】

○ 

妙
音
院
殿　

平
安
時
代
の
雅
楽
家
藤
原
師
長
（
一
一
三
八
〜
一
一
九
二
）。
2
―

2
「
本
朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
て
律
音
呂
音
と
云
事
」
及
び
4
「
律
七
聲
塩
梅
の
二
声
名

両
説
の
事
」
に
既
出
。

○
仁
智
三
五　

藤
原
師
長
撰
、
雅
楽
箏
楽
譜
『
仁
智
要
録
』
及
び
雅
楽
琵
琶
譜
『
三
五
要
録
』
を
指
す
。

○
知
足
院
殿　

藤
原
忠
実
（
一
〇
七
八
〜
一
一
六
二
）。
平
安
時
代
の
公
卿
。

○
類
聚
楽
録　

未
詳
。
藤
原
忠
実
の
撰
に
『
類
聚
箏
譜
』
が
あ
る
。

○
阿
月
房　

左
の
注
の
『
阿
月
問
答
』
即
ち
『
音
律
事
』
に
於
い
て
、
西
園
寺
実
兼
と
音
律
に
つ
い
て
問
答
を
交
わ
し
た
僧
阿
月
を
指
す
。

○
実
兼
公　

西
園
寺
実
兼
（
一
二
四
九
〜
一
三
二
二
）、
鎌
倉
時
代
の
公
卿
。
琵
琶
を
よ
く
し
た
。
左
の
「
阿
月
問
答
」
注
を
参
照
。

○
琵
琶
血
脈　

撰
者
未
詳
『
琵
琶
血
脈
』
に

　
　
　

妙
音
院
太
政
大
臣
師
長
公　

│
│　
藤
原
孝
道　

│
│　
右
馬
助
散
位
孝
時
│
│
刑
部
大
輔
孝
頼　

│　
孝
秀

　

と
あ
る
。

○
西
園
寺
殿　

右
注
の
西
園
寺
実
兼
を
言
う
。

○ 

平
調
の
曲
な
れ
ば　

例
え
ば
8
「
伝
来
調
子
根
元
之
事
」
条
の
「
平
調
律
」（
中
呂
羽
）
に
よ
れ
ば
、
平
調
の
律
調
は
「
太
簇
」
を
「
宮
」
に
置
く
「
商
」「
角
」「
徴
」「
羽
」

及
び
「
嬰
商
」「
嬰
羽
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
音
程
配
置
は
、

十
二
律
呂

太

夾

姑

仲

林

夷

南

無

応

黄

大

平
調　
　

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽
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三
二

　

で
あ
る
。

○ 
鷹
司
殿
下
政
通
公　

鷹
司
政
通
（
一
七
八
九
〜
一
八
六
八
）、
江
戸
末
期
の
公
家
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
ま
で
関
白
の
地
位
に
あ
っ

た
。
季
良
と
も
親
交
が
あ
り
、
₁₁
「
跋
二
」
に
も
言
及
が
あ
る
。
他
に
岩
瀬
文
庫
本
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
名
前
が
見
え
る
。

○ 

阿
月
問
答　
『
阿
月
問
答
』
即
ち
『
音
律
事
﹇
阿
月
注
進 

西
園
寺
殿
難
破
﹈』
を
言
う
。
同
書
の
名
は
1
「
古
律
新
律
の
こ
と
」、
2
―

2
「
本
朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
て
律

音
呂
音
と
云
事
」、
4
「
律
七
聲
塩
梅
の
二
声
名
両
説
の
事
」、
5
「
反
音
之
事
」
に
も
見
え
る
。

○
永
仁
年
中
円
珠
所
写　
『
阿
月
問
答
』
の
末
尾
に
、

　
　
　
本
伝
永
仁
三
年
五
月
六
日
。
於
北
山
殿
本
願
院
書
写
之
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
山
末
流
円
珠
﹇
生
年
二
十
五
﹈

　

と
あ
る
。
永
仁
三
年
は
一
二
九
五
年
。

○ 

宗
渕　

宗
淵
（
宗
渕
、
一
七
八
六
〜
一
八
五
九
）、
江
戸
後
期
天
台
宗
の
僧
、
声
明
家
。
竹
円
房
。『
魚
山
叢
書
』
を
編
纂
。
安
倍
季
良
と
も
交
流
が
あ
り
、
勝
林
院
所
蔵

『
魚
山
叢
書
』
に
は
『
山
鳥
秘
要
抄
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宗
渕
撰
『
声
律
羽
位
私
記
』
に
は
、

　
　
　

楽
家
ノ
山
鳥
秘
要
抄
﹇
安
倍
季
良
﹈
ニ
云
ク
、

　

と
し
て
、
季
良
の
『
山
鳥
秘
要
抄
』
の
本
文
や
図
が
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
1
「
古
律
新
律
の
事
」
の
「
唱
哥
嬰
羽
を
刎
」
の
注
も
参
照
。

○
坂
本
走
井　
『
続
天
台
宗
全
書
』
法
義
1
「
声
明
表
白
類
聚
」
の
「
解
題
」、『
声
律
羽
位
私
記
』
に
、

　
　
　

  

宗
淵
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
梶
井
美
也
政
所
よ
り
御
不
審
を
蒙
り
隠
居
し
て
東
坂
本
走
井
堂
に
往
き
、
同
九
年
よ
り
西
来
寺
三
十
一
世
と
し
て
伊
勢
に
住
し
て

い
た
の
で
、
…
（
後
略
）
…

　

と
あ
る
。
こ
の
坂
本
走
井
は
正
に
宗
渕
の
居
所
で
あ
っ
た
。

○
季
資　

安
倍
季す
ゑ

資す
け

（
一
八
一
三
〜
一
八
六
八
）。
安
倍
季
良
の
息
子
。「
序
」
を
参
照
。

【
参
考
文
献
】

『
琵
琶
血
脈
』（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
「
管
絃
部
」
巻
第
三
百
四
十
四
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
五
九
）

『
音
律
事　

阿
月
注
進 

西
園
寺
殿
難
破
』
西
園
寺
実
兼
撰
（『
続
天
台
宗
全
書　

法
儀
1　

声
明
表
白
類
聚
』
所
収
、
天
台
宗
典
編
纂
所
、
春
秋
社
一
九
九
九
）

『
声
律
羽
位
私
記
』
宗
渕
撰
（『
続
天
台
宗
全
書　

法
儀
1　

声
明
表
白
類
聚
』
所
収
、
天
台
宗
典
編
纂
所
一
九
九
九
）
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三
二

　

で
あ
る
。

○ 

鷹
司
殿
下
政
通
公　

鷹
司
政
通
（
一
七
八
九
〜
一
八
六
八
）、
江
戸
末
期
の
公
家
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
ま
で
関
白
の
地
位
に
あ
っ

た
。
季
良
と
も
親
交
が
あ
り
、
₁₁
「
跋
二
」
に
も
言
及
が
あ
る
。
他
に
岩
瀬
文
庫
本
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
名
前
が
見
え
る
。

○ 

阿
月
問
答　
『
阿
月
問
答
』
即
ち
『
音
律
事
﹇
阿
月
注
進 

西
園
寺
殿
難
破
﹈』
を
言
う
。
同
書
の
名
は
1
「
古
律
新
律
の
こ
と
」、
2
―

2
「
本
朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
て
律

音
呂
音
と
云
事
」、
4
「
律
七
聲
塩
梅
の
二
声
名
両
説
の
事
」、
5
「
反
音
之
事
」
に
も
見
え
る
。

○
永
仁
年
中
円
珠
所
写　
『
阿
月
問
答
』
の
末
尾
に
、

　
　
　
本
伝
永
仁
三
年
五
月
六
日
。
於
北
山
殿
本
願
院
書
写
之
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
山
末
流
円
珠
﹇
生
年
二
十
五
﹈

　

と
あ
る
。
永
仁
三
年
は
一
二
九
五
年
。

○ 

宗
渕　

宗
淵
（
宗
渕
、
一
七
八
六
〜
一
八
五
九
）、
江
戸
後
期
天
台
宗
の
僧
、
声
明
家
。
竹
円
房
。『
魚
山
叢
書
』
を
編
纂
。
安
倍
季
良
と
も
交
流
が
あ
り
、
勝
林
院
所
蔵

『
魚
山
叢
書
』
に
は
『
山
鳥
秘
要
抄
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宗
渕
撰
『
声
律
羽
位
私
記
』
に
は
、

　
　
　

楽
家
ノ
山
鳥
秘
要
抄
﹇
安
倍
季
良
﹈
ニ
云
ク
、

　

と
し
て
、
季
良
の
『
山
鳥
秘
要
抄
』
の
本
文
や
図
が
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
1
「
古
律
新
律
の
事
」
の
「
唱
哥
嬰
羽
を
刎
」
の
注
も
参
照
。

○
坂
本
走
井　
『
続
天
台
宗
全
書
』
法
義
1
「
声
明
表
白
類
聚
」
の
「
解
題
」、『
声
律
羽
位
私
記
』
に
、

　
　
　

  

宗
淵
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
梶
井
美
也
政
所
よ
り
御
不
審
を
蒙
り
隠
居
し
て
東
坂
本
走
井
堂
に
往
き
、
同
九
年
よ
り
西
来
寺
三
十
一
世
と
し
て
伊
勢
に
住
し
て

い
た
の
で
、
…
（
後
略
）
…

　

と
あ
る
。
こ
の
坂
本
走
井
は
正
に
宗
渕
の
居
所
で
あ
っ
た
。

○
季
資　

安
倍
季す
ゑ

資す
け

（
一
八
一
三
〜
一
八
六
八
）。
安
倍
季
良
の
息
子
。「
序
」
を
参
照
。

【
参
考
文
献
】

『
琵
琶
血
脈
』（『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
「
管
絃
部
」
巻
第
三
百
四
十
四
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
五
九
）

『
音
律
事　

阿
月
注
進 

西
園
寺
殿
難
破
』
西
園
寺
実
兼
撰
（『
続
天
台
宗
全
書　

法
儀
1　

声
明
表
白
類
聚
』
所
収
、
天
台
宗
典
編
纂
所
、
春
秋
社
一
九
九
九
）

『
声
律
羽
位
私
記
』
宗
渕
撰
（『
続
天
台
宗
全
書　

法
儀
1　

声
明
表
白
類
聚
』
所
収
、
天
台
宗
典
編
纂
所
一
九
九
九
）

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

三
三

『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解
題
』
岸
辺
成
雄
博
士
古
稀
記
念
出
版
委
員
会
編
（
講
談
社
一
九
八
七
）
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三
四

₁₁　
（
跋
二
）（
第
₆₁
葉
表
〜
第
₆₁
葉
裏
）

右
一
巻
依
有
恩
命
入
覧　

殿

○

下
鷹
司
殿

之
処
、
可
奉
備

仙

○

洞
叡
覧
之
旨
有
台
命
。
精
疎
相
交
、

狼
藉
無
極
、
恐
懼
至
極
之
由
、
雖
啓
之
既
有

御
沙
汰
、
早
可
注
進
之
旨
、
重
蒙
厳
命
之

間
、
不
省
愚
昧
之
管
見
、
偏
存
奉
公
之
微
忠
、

謹
写
一
巻
奉
献
納

仙
洞
。
畢
于
時
天

○
保
二
年
六
月
九
日
也
。」

不
堪
感
慨
之
至
、
誌
其
由
訖
。

天○

保
七
年
五
月
五
日

　
　
　
　

 

雅
楽
助
安
倍
季
良

【
注
】

○ 

殿
下
鷹
司
殿　

鷹
司
政
通
。
₁₀
「
跋
一
」
に
既
出
。「
跋
一
」
で
は
鷹
司
政
通
の
助
言
に
よ
り
季
良
が
本
書
を
撰
述
し
た
事
情
が
記
さ
れ
て
い
た
。
本
「
跋
二
」
で
は
さ
ら

に
政
通
の
取
り
計
ら
い
で
本
書
を
上
皇
の
許
に
献
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

○ 

仙
洞　

上
皇
の
御
所
を
言
う
。
こ
こ
に
言
う
上
皇
は
光
格
上
皇
（
一
七
七
一
〜
一
八
四
〇
）。
在
位
期
間
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
〜
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
で
あ

り
、
こ
の
時
は
確
か
に
上
皇
で
あ
っ
た
。

○
天
保
二
年
六
月
九
日　

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
一
八
三
一
年
七
月
十
七
日
。

○
天
保
七
年
五
月
五
日　

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
一
八
三
六
年
六
月
十
八
日
。

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

三
五

【
参
考
文
献
】

「
山
井
景
昭
氏
雅
楽
蔵
書
目
録
（
下
）」
平
出
久
雄
編
（
東
洋
音
楽
学
会
『
東
洋
音
楽
研
究
』
₁₂
―

₁₃
一
九
五
四
）
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三
五

【
参
考
文
献
】

「
山
井
景
昭
氏
雅
楽
蔵
書
目
録
（
下
）」
平
出
久
雄
編
（
東
洋
音
楽
学
会
『
東
洋
音
楽
研
究
』
₁₂
―

₁₃
一
九
五
四
）
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三
六

₁₂　

か
へ
し
も
の
の
う
た
の
事
（
第
₆₂
葉
表
〜
第
₆₄
葉
表
）

古
今
和
歌
集
云
、
大
哥
所
御
歌
、
神
あ
そ
び
の
う
た
の
内
、
と
り

も
の
ゝ
歌
、
ひ
る
め

※

の
哥
、
か
へ
し
も
の
ゝ
う
た
と
あ
り
。

あ

○

を
や
ぎ
を　

か

※

た
い
と
に
よ
り
て　

鶯
の　

ぬ
ふ
て
ふ
か
さ

※

ハ　

梅
の
花
が
さ

ま
○

が
ね
ふ
く　

き
び
の
中
山　

お

※

び
に
せ
る　

細
谷
川
の　

音
の
さ
や
け
さ

　
　

こ
の
う
た
ハ
承
和
の
御
べ
の
き
び
の
く
に
の
う
た

美

○

作
や　

く
め
の
さ
ら
山　

さ
ら
〳
〵
に　

わ
が
な
ハ
た
て
じ　

万
代
ま
で
に

　
　

こ
れ
は
水
の
を
の
御
べ
の
み
ま
さ
か
の
く
に
の
う
た

み

○

の
ゝ
国　

せ
※

き
の
藤
川　

た
え
ず
し
て　

君
に
つ
か
へ
ん　

万
代
ま
で
に

　
　

こ
れ
は
元
慶
の
御
べ
の
み
の
ゝ
く
に
の
う
た

君

○

が
代
ハ　

か
ぎ
り
も
あ
ら
じ　

な
が
浜
の　

真
砂
の
数
ハ　

よ
み
つ
く
す
と
も

　

こ
れ
ハ
仁
和
の
御
べ
の
い
せ
の
く
に
の
う
た
」

あ

○

ふ
み
の
や　

鏡
の
山
を　

た
て
た
れ
バ　

か
ね
て
ぞ
み
ゆ
る　

君
が
千

※

年
ハ

こ
れ
ハ
今
上
の
あ
ふ
み
の
う
た

季
良
案
、
以
上
六
首
の
内
、
真
金
吹
、
美
作
の
二
首
ハ
催
馬

楽
呂
哥
也
。
青
柳
ハ
律
に
あ
り
て
、
哥
の
音
振
呂
の

音
振
な
り
。
以
之
案
之
、
大
嘗
会
卯
の
国
風
ハ
神

楽
哥
と
て
神
楽
の
音
振
り
て
律
の
し
ら
べ
な
り
。
然
る
を

呂
の
し
ら
べ
に
か
へ
し
て
後
世
に
伝
て
返
し
も
の
ゝ
名

ハ
あ
る
か
。

又
哥
の
よ
み
や
う
の
短
哥
あ
り
て
返
哥
の
事
か
。
但

琵
琶
の
し
ら
べ
に
云

○

、
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三
七

風
香
調　

合
笛
黄
鐘
調
盤
渉
調

返
風
香
調　

合
笛
双
調
水
調
壱
越
調
沙
陀
調
」

黄
鐘
調　

合
笛
平
調
性
調

返
黄
鐘
調　

同
黄
鐘
調
合
太
食
調
乞
食
調

清
調　

合
笛
平
調
盤
渉
調

双
調　

合
笛
壱
越
調
沙
陀
調

平
調　

合
笛
盤
渉
調

已
上
呂
の
し
ら
べ
に
は
み
な
返
の
字
あ
り
。
し
か
れ
バ

呂
よ
り
律
に
な
る
を
か
へ
り
声
と

※

て
反
字
を
用
ひ

律
よ
り
呂
に
か
へ
る
を
か
へ
し
も
の
と
て
返
ノ
字

を
用
ゆ
る
か

孝

○

道
朝
臣
残
夜
抄
云
、
呂
よ
り
律
に
か
へ
り

律
よ
り
呂
に
つ
た
ふ
と
同
じ
心
に
や

天

○

保
三
年
四
月
三
日
此
事　

殿
下
へ
伺
申
し
候
へ
ば
、
哥
道
の
」

家
に
御
尋
あ
り
け
れ
バ
、
短
歌
反
歌
の
か
へ
し
も
の
ゝ

よ
し
申
さ
れ
け
る
と
仰
ら
れ
け
り
。

後
日
又
殿
下
よ
り
召
し
て
仰
ら
れ
け
る
ハ
、
先
日
返
哥
の
よ
し

哥

※

道
の
人
申
さ
れ
け
れ
ど
も
、
又
律
呂
の
か
へ
し
な
る
よ
し

古
人
の
説
も
見
へ
た
り
。
猶
考
べ
き
よ
し
仰
ら
れ
け
り
。

契
沖
阿
闍
梨
余

○

材
抄
云
、
或
抄
云
、
か
へ
し
も
の
の
う
た
是
ハ

催
馬
楽
の
律
の
哥
也
。
源

○

氏
物
語
に
、
青
柳
に

※

を
り
返
し

う
た
い
て
な
ど
い
へ
り
。
今
案
、
源

○

氏
若
菜
上
に

※

さ唱

哥
う
が
の
人
〻

を
み
は
し
に
め
し
て
、
す
ぐ
れ
た
る
こ
ゑ
の

※

か
ぎ

※

り
い
だ
し
て

律
よ
り
呂
に
か
へ

り
声
に
な
る
事
。
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三
八

か
へ
り
ご
ゑ
に
な
る
。
夜
の
更
行
ま
ま
に
も
の
ゝ
し
ら
べ
ど
も
な
つ
か

し
く
か
ハ
り
て

※

、
青
柳
あ
そ
び
た
ま
ふ
ほ
ど
、
げ
に
ね
ぐ
ら

の
鶯
お
ど
ろ
き
ぬ
べ
く
、
い
み
じ
く
お
も
し
ろ
し
。」

細
流
か
へ
り
こ
ゑ
に
な
る
を
バ
呂
の
律
に
成
也
。
又
こ
れ
ハ

青
柳
の
哥
一
首
の
詞
書
也
。
次
〻
の
歌
ハ
別
に
左
に

注
有
。
又
呂
の
哥
有
。
伊

○

勢
が
集
に
、
故
中
務
の
宮
の

琴
を
か
り
給
ひ
て　

あ
づ
ま
こ
と　

春
の
し
ら
べ
を　

か
り

し
か
バ　

か
へ
し
物
と
も　

お
も
ハ
ざ
り
け
り
。
こ
れ
ハ
春
ハ
呂

秋
ハ
律
な
る
故
に
、
東
ハ
春
の
方
に
て
名
も
あ
づ
ま
琴

な
れ
バ
、
か
へ
し
も
の
と
ハ
思
ハ
ぬ
と
琴
を
ほ
め
て
か
へ

し
か
ね
給
ふ
よ
し
に
よ
ま
せ
給
へ
る
也
。

【
校
記
】

※ 

ひ
る
め
の
歌　

底
本
、
本
条
「
か
へ
し
も
の
の
う
た
の
事
」
に
於
い
て
は
、
朱
墨
小
字
の
傍
書
や
見
せ
消
ち
に
よ
る
文
字
の
修
正
が
多
数
行
わ
れ
て
い
る
。
底
本
「
ひ
る

哥
」
に
作
る
も
「
ひ
る
」
の
右
下
に
朱
墨
で
「
め
の
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
彦
根
本
・
国
会
図
書
館
本
に
も
同
様
の
朱
墨
傍
書
あ
り
。
今
「
ひ
る
め
の
哥
」
に
従
う
。

※ 

か
た
い
と　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
う
た
い
と
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
う
」
を
「
か
」
に
修
正
し
て
い
る
。
彦
根
本
「
か
た
い
と
」
に
作
る
。
今
「
か

た
い
と
」
に
従
う
。

※ 

か
さ
ハ　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
か
き
ハ
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
き
」
を
「
さ
」
に
修
正
し
て
い
る
。
彦
根
本
「
か
さ
ハ
」
に
作
る
。
今
「
か
さ
ハ
」

に
従
う
。

※ 

お
び
に
せ
る　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
な
ひ
に
せ
る
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
な
」
を
「
お
」
に
修
正
し
て
い
る
。
彦
根
本
「
か
ひ
に
せ
る
」
に
作
る
。

今
「
お
び
に
せ
る
」
に
従
う
。

※ 

せ
き
の　

底
本
・
国
会
図
書
館
本
「
を
き
の
」
に
作
る
も
、「
を
」
の
右
に
朱
墨
で
「
せ
」
の
小
字
傍
書
あ
り
。
彦
根
本
「
せ
き
の
」
に
作
る
。
今
「
せ
き
の
藤
川
」
に
従

う
。

春

○

の
し
ら
べ
則
呂
か

へ
し
も
の
と
云
事

随
是
等
説
ト
キ
ハ
、

呂
ヨ
リ
律
ニ
カ
ヱ

リ
、
又
律
ヨ
リ
呂
ニ

カ

※

エ
ス
、
皆
か
へ
し

物
と
云
歟
。

豊田市中央図書館蔵安倍季良撰『律呂（山鳥秘要抄）』翻刻校注（三）

三
九

※ 

君
が
千
年
ハ　

底
本
「
君
が
」
と
「
年
ハ
」
の
間
が
空
白
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
朱
墨
で
「
千
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
彦
根
本
・
国
会
図
書
館
本
「
君
が
千
年
ハ
」

に
作
る
。
今
「
君
が
千
年
ハ
」
に
従
う
。

※ 

か
へ
り
声
と
て　

底
本
・
彦
根
本
・
国
会
図
書
館
本
は
「
か
へ
り
声
せ
て
」（
か
へ
り
声
せ
で
）
と
読
め
る
。
東
北
大
本
は
「
か
へ
り
声
と
て
」
と
読
め
る
。
他
の
箇
所
に

「
か
へ
り
声
す
」
と
い
う
サ
変
動
詞
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
こ
は
、

　
　
　

呂
よ
り
律
に
な
る
を
か
へ
り
声
と
て
反
字
を
用
ひ

　
　
　

律
よ
り
呂
に
か
へ
る
を
か
へ
し
も
の
と
て
返
り
字
を
用
ゆ
る
か

　

で
対
に
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
、

　
　
　

呂
↓
律　

＝
か
へ
り
声　
　

反
の
字

　
　
　

律
↓
呂　

＝
か
へ
し
も
の　

返
の
字

　

と
い
う
文
脈
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
「
か
へ
り
声
と
て
」
に
従
う
。
し
か
し
「
か
へ
り
声
せ
で
」
の
可
能
性
も
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※ 

哥
道
の　

底
本
「
家
道
の
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
家
道
の
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
家
」
を
「
哥
」
に
修
正
し
て
い
る
。
今
「
哥
道
」
に
従
う
。

※ 

青
柳
に
を
り
返
し　

底
本
・
彦
根
本
「
青
柳
に
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
青
柳
に
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
に
」
を
「
を
」
に
修
正
し
て
い
る
。『
余
材

抄
』
の
該
当
箇
所
「
青
柳
に
を
り
返
し
」
に
作
る
。
ま
た
『
源
氏
物
語
』
の
該
当
箇
所
「
青
柳
折
り
返
し
」
に
作
る
。
こ
こ
は
直
接
に
は
『
余
材
抄
』
の
引
用
な
の
で
、

今
「
青
柳
に
」
に
従
う
。

※ 

さ唱

哥
う
が　

底
本
「
さ
う
か
」
に
作
り
、「
か
」
の
右
に
濁
点
と
思
し
き
朱
墨
の
二
点
を
付
す
。
さ
ら
に
「
さ
う
か
」
の
右
に
朱
墨
で
「
唱
哥
」
と
傍
書
す
る
。「
さ
う
が
」

（
し
や
う
が
）
の
漢
字
表
記
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
彦
根
本
「
さ
う
か
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
さ
く
か
」
に
作
る
も
、「
く
か
」
の
右
に
朱
墨
小
字
で
「
う
」

と
濁
点
と
を
添
え
て
、「
さ
う
が
」
に
修
正
し
て
い
る
。

※ 

こ
ゑ
の　

底
本
「
こ
ゑ
さ
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
さ
」
を
「
の
」
に
修
正
し
て
い
る
。
今
「
こ
ゑ
の
」
に
従
う
。

※ 

か
ぎ
り　

底
本
「
か
き
り
」
に
作
り
、「
き
」
の
右
に
濁
点
と
思
し
き
朱
墨
の
二
点
を
付
す
。

※ 

か
ハ
り
て　

底
本
「
か
ハ
り
て
ま
」
に
作
る
も
、
見
せ
消
ち
で
「
ま
」
の
上
に
朱
墨
の
線
を
入
れ
て
こ
れ
を
削
除
し
て
い
る
。
彦
根
本
「
か
ハ
り
て
」
に
作
る
。
国
会
図

書
館
本
「
か
ワ
り
て
」
に
作
る
。
今
「
か
ハ
り
て
」
に
従
う
。

（
頭
注
）
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三
九

※ 

君
が
千
年
ハ　

底
本
「
君
が
」
と
「
年
ハ
」
の
間
が
空
白
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
朱
墨
で
「
千
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
彦
根
本
・
国
会
図
書
館
本
「
君
が
千
年
ハ
」

に
作
る
。
今
「
君
が
千
年
ハ
」
に
従
う
。

※ 
か
へ
り
声
と
て　

底
本
・
彦
根
本
・
国
会
図
書
館
本
は
「
か
へ
り
声
せ
て
」（
か
へ
り
声
せ
で
）
と
読
め
る
。
東
北
大
本
は
「
か
へ
り
声
と
て
」
と
読
め
る
。
他
の
箇
所
に

「
か
へ
り
声
す
」
と
い
う
サ
変
動
詞
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
こ
は
、

　
　
　

呂
よ
り
律
に
な
る
を
か
へ
り
声
と
て
反
字
を
用
ひ

　
　
　

律
よ
り
呂
に
か
へ
る
を
か
へ
し
も
の
と
て
返
り
字
を
用
ゆ
る
か

　

で
対
に
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
、

　
　
　

呂
↓
律　

＝
か
へ
り
声　
　

反
の
字

　
　
　

律
↓
呂　

＝
か
へ
し
も
の　

返
の
字

　

と
い
う
文
脈
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
「
か
へ
り
声
と
て
」
に
従
う
。
し
か
し
「
か
へ
り
声
せ
で
」
の
可
能
性
も
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※ 

哥
道
の　

底
本
「
家
道
の
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
家
道
の
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
家
」
を
「
哥
」
に
修
正
し
て
い
る
。
今
「
哥
道
」
に
従
う
。

※ 

青
柳
に
を
り
返
し　

底
本
・
彦
根
本
「
青
柳
に
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
青
柳
に
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
に
」
を
「
を
」
に
修
正
し
て
い
る
。『
余
材

抄
』
の
該
当
箇
所
「
青
柳
に
を
り
返
し
」
に
作
る
。
ま
た
『
源
氏
物
語
』
の
該
当
箇
所
「
青
柳
折
り
返
し
」
に
作
る
。
こ
こ
は
直
接
に
は
『
余
材
抄
』
の
引
用
な
の
で
、

今
「
青
柳
に
」
に
従
う
。

※ 

さ唱

哥
う
が　

底
本
「
さ
う
か
」
に
作
り
、「
か
」
の
右
に
濁
点
と
思
し
き
朱
墨
の
二
点
を
付
す
。
さ
ら
に
「
さ
う
か
」
の
右
に
朱
墨
で
「
唱
哥
」
と
傍
書
す
る
。「
さ
う
が
」

（
し
や
う
が
）
の
漢
字
表
記
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
彦
根
本
「
さ
う
か
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
本
「
さ
く
か
」
に
作
る
も
、「
く
か
」
の
右
に
朱
墨
小
字
で
「
う
」

と
濁
点
と
を
添
え
て
、「
さ
う
が
」
に
修
正
し
て
い
る
。

※ 

こ
ゑ
の　

底
本
「
こ
ゑ
さ
」
に
作
る
も
、
朱
墨
の
見
せ
消
ち
で
「
さ
」
を
「
の
」
に
修
正
し
て
い
る
。
今
「
こ
ゑ
の
」
に
従
う
。

※ 

か
ぎ
り　

底
本
「
か
き
り
」
に
作
り
、「
き
」
の
右
に
濁
点
と
思
し
き
朱
墨
の
二
点
を
付
す
。

※ 

か
ハ
り
て　

底
本
「
か
ハ
り
て
ま
」
に
作
る
も
、
見
せ
消
ち
で
「
ま
」
の
上
に
朱
墨
の
線
を
入
れ
て
こ
れ
を
削
除
し
て
い
る
。
彦
根
本
「
か
ハ
り
て
」
に
作
る
。
国
会
図

書
館
本
「
か
ワ
り
て
」
に
作
る
。
今
「
か
ハ
り
て
」
に
従
う
。

（
頭
注
）



99国際教養学部論叢　第12巻第 ₂ 号

四
〇

※ 

呂
ニ
カ
エ
ス　

底
本
・
東
北
大
本
や
や
判
別
し
づ
ら
い
が
「
呂
ニ
加
ユ
ス
」
と
読
め
る
。
彦
根
本
「
呂
ニ
か
ヱ
ス
」、
国
会
図
書
館
本
「
呂
ニ
加
ヱ
ス
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作

る
。
今
「
呂
ニ
カ
エ
ス
」
に
改
め
る
。
左
の
注
を
参
照
。

【
注
】

○
あ
を
や
ぎ
を　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
「
神
あ
そ
び
の
う
た
」₀₁₀₈₁

○
ま
が
ね
ふ
く　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
「
神
あ
そ
び
の
う
た
」₀₁₀₈₂

○
美
作
や　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
「
神
あ
そ
び
の
う
た
」₀₁₀₈₃

○
み
の
ゝ
国　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
「
神
あ
そ
び
の
う
た
」₀₁₀₈₄

○
君
が
代
ハ　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
「
神
あ
そ
び
の
う
た
」₀₁₀₈₅

○
あ
ふ
み
の
や　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
「
神
あ
そ
び
の
う
た
」₀₁₀₈₆

「
こ
れ
は
今
上
の
御
へ
の
あ
ふ
み
の
う
た
」

○
琵
琶
の
し
ら
べ
に
云　

こ
れ
以
下
の
琵
琶
の
調
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
『
三
五
要
録
』
巻
第
二
「
調
子
品
下
」
の
、

風
香
調　

合
笛
黄
鐘
調
盤
渉
調　

…
（
中
略
）
…

返
風
香
調　

合
笛
双
調
水
調　
　

…
（
中
略
）
…

黄
鐘
調　

合
笛
平
調
性
調　
　
　

…
（
中
略
）
…

返
黄
鐘
調　

同
黄
鐘
調　

合
太
食
調　

乞
食
調　

…
（
中
略
）
…

清
調　

合
笛
平
調
盤
渉
調　
　
　

…
（
中
略
）
…

双
調　

合
笛
壱
越
調
沙
陀
調　
　

…
（
中
略
）
…

平
調　

桂
譜
云
盤
渉
調　

合
笛
盤
渉
調　
　
　
　

…
（
以
下
略
）
…

　

と
い
っ
た
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○ 

孝
道
朝
臣
残
夜
抄
云　

藤
原
孝
道
撰
『
残
夜
抄
』「
七
、
調
子
の
う
つ
り
か
は
り
め
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
七
、
調
子
の
う
つ
り
か
は
り
め
と
い
ふ
は
、
ま
づ
し
ら
べ
一
を
し
ら
め
た
る
に
、
こ
と
声
の
い
で
き
た
る
、
な
べ
て
は
わ
ろ
し
。
そ
れ
に
わ
ろ
か
ら
で
よ
き
あ
り
。

是
を
か
へ
り
こ
ゑ
と
い
ふ
。
是
ハ
呂
よ
り
律
に
か
へ
る
、
律
よ
り
呂
に
つ
た
ふ
。
其
声
の
位
を
よ
く
〳
〵
心
え
つ
れ
ば
、
こ
と
調
子
に
う
つ
れ
ど
も
、
や
が
て
よ
し
。

　

な
お
『
残
夜
抄
』
の
こ
の
段
、
₅
「
反
音
之
事
」
の
条
に
既
出
。
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四
一

○
天
保
三
年
四
月
三
日　

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
一
八
三
二
年
五
月
三
日
。

○
余
材
抄　

契
沖
撰
『
古
今
余
材
抄
』
第
十
「
古
今
和
歌
集
巻
二
十
」
の
「
か
へ
し
も
の
ゝ
哥
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

或
抄
云
、
是
は
催
馬
楽
の
律
の
哥
な
り
。
源
氏
物
語
に
、
青
柳
に
を
り
返
し
う
た
ひ
て
な
ど
い
へ
り
。
今
案
、
源
氏
若
菜
上
に
、
さ
う
が
の
人
ゝ
み
は
し
に
め
し
て
、

す
ぐ
れ
た
る
こ
ゑ
の
か
ぎ
り
い
だ
し
て
、
か
へ
り
声
に
な
る
。
夜
の
ふ
け
ゆ
く
ま
ゝ
に
、
も
の
ゝ
し
ら
べ
ど
も
な
つ
か
し
く
か
は
り
て
、
青
柳
あ
そ
び
給
ほ
ど
、
げ

に
ね
ぐ
ら
の
う
ぐ
ひ
す
お
ど
ろ
き
ぬ
べ
く
、
い
み
じ
く
お
も
し
ろ
し
。
細
流
、
か
へ
り
声
に
な
る
。
呂
の
律
に
な
る
也
。
又
こ
れ
は
此
青
柳
の
哥
一
首
の
詞
書
也
。

次
々
の
哥
は
別
に
左
に
注
あ
り
。
又
呂
の
歌
あ
り
。
伊
勢
が
集
に
、
故
中
務
の
宮
の
こ
と
を
か
り
給
ひ
て

　

あ
づ
ま
琴　

は
る
の
し
ら
べ
を
か
り
し
か
ば　

か
へ
し
物
と
も　

お
も
は
ざ
り
け
り

こ
れ
は
春
は
呂
、
秋
は
律
な
る
故
に
、
東
は
春
の
方
に
て
、
名
も
あ
づ
ま
ご
と
な
れ
ば
、
か
へ
し
物
と
も
お
も
は
ぬ
と
、
琴
を
ほ
め
て
か
へ
し
か
ね
た
ま
ふ
よ
し
に

よ
ま
せ
た
ま
へ
る
な
り
。

○ 

源
氏
物
語　
『
源
氏
物
語
』「
蝴
蝶
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夜
も
す
が
ら
遊
び
明
か
し
た
ま
ふ
。
返
り
声
に
喜
春
楽
立
ち
そ
ひ
て
、
兵
部
卿
宮
、
青
柳
折
り
返
し
お
も
し
ろ
く
う
た
ひ
た
ま
ふ
。

○ 

源
氏
若
菜
上　
『
源
氏
物
語
』「
若
菜
上
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

め
づ
ら
し
き
物
一
つ
ば
か
り
弾
き
た
ま
ふ
に
、
こ
と
ご
と
し
か
ら
ね
ど
、
限
り
な
く
お
も
し
ろ
き
夜
の
御
遊
び
な
り
。
唱
歌
の
人
々
御
階
に
召
し
て
、
す
ぐ
れ
た
る

声
の
限
り
出
だ
し
て
、
返
り
声
に
な
る
。
夜
の
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
、
物
の
調
べ
ど
も
な
つ
か
し
く
変
り
て
、
青
柳
遊
び
た
ま
ふ
ほ
ど
、
げ
に
ね
ぐ
ら
の
鶯
お
ど
ろ
き

ぬ
べ
く
、
い
み
じ
く
お
も
し
ろ
し
。

○ 

伊
勢
が
集　
『
伊
勢
集
』
三
五
〇
に
、

　

故
中
務
宮
琴
を
借
り
た
ま
ひ
て
、
御
返
し
た
ま
ふ
と
て

あ
づ
ま
こ
と　

は
る
の
し
ら
べ
を　

か
り
し
か
ば　

か
へ
し
物
と
も　

お
も
は
ざ
り
け
り

　

と
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
続
く
伊
勢
の
返
歌
三
五
一
に
、

　
　

返
し

　

ほ
ど
も
な
く　

返
す
に
ま
さ
る　

こ
と
の
ね（は）は　

人
の
と
が
め
ぬ　

ね
を
や
添
ふ
ら
ん

　

と
あ
る
。
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二

（
頭
注
）

○
春
の
し
ら
べ
…
…　

こ
の
頭
注
は
、

春は
る

の
調し
ら
べ、
則す
な
はち
呂り
よ

の
返か
へ

し
も
の
と
云い

ふ
事こ
と

。

是こ
れ

等ら

に
随し
た
がひ
て
説と

く
時と
き

は
、
呂り
よ

よ
り
律り
つ

に
返か
へ

り
、
又ま
た

律り
つ

よ
り
呂り
よ

に
返か
へ

す
、
皆み
な

返か
へ

し
物も
の

と
云い

ふ
歟か

。

　

の
意
で
あ
ろ
う
。
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